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太
政
官
研
究
の
現
状
と
課
題

　

太
政
官
は
、
律
令
国
家
の
国
政
上
の
最
高
機
関
で
あ
る
。
そ
の
成
立
過
程
や
天
皇

と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
代
史
上
の
重
要
課
題
と
さ
れ
極
め
て
厚
い
研
究
史
が
あ

る
が
、
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
ほ
と
ん
ど
状
況
が
変
わ
っ
て
い
な
い
と
言
っ
て
よ
い
。

一
方
、
八
〇
年
代
以
降
は
太
政
官
政
務
の
形
式
に
関
す
る
研
究
が
大
き
く
進
展
し
て

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
太
政
官
式
現
代
語
訳
を
示
す
に
あ
た
り
、
そ
の

内
容
を
理
解
す
る
上
で
不
可
欠
な
論
点
を
整
理
し
、
今
後
の
具
体
的
な
課
題
を
見
い

だ
そ
う
と
す
る
の
が
本
解
題
の
目
的
で
あ
る
。
な
お
延
喜
太
政
官
式
に
つ
い
て
は
、

大
隅
清
陽
氏
が
律
令
太
政
官
制
と
摂
関
期
の
間
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
、

規
定
内
容
の
体
系
化
が
試
み
ら
れ
て
お
り
〔
大
隅
一
九
九
一
〕、
本
稿
も
多
く
を
依
拠

し
て
い
る
。

太
政
官
の
成
立

　

太
政
官
の
官
職
名
が
史
料
上
に
あ
ら
わ
れ
始
め
る
の
は
天
智
朝
で
あ
り
、『
日
本

書
紀
』
天
智
天
皇
十
年
（
六
七
一
）
正
月
癸
卯
条
に
は
、
太
政
大
臣
、
左
大
臣
、
右

大
臣
、
御
史
大
夫
の
四
つ
の
官
名
が
見
え
る
。
こ
れ
は
近
江
令
官
制
に
よ
る
も
の
と

す
る
見
解
が
有
力
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
単
行
法
令
に
よ
る
も
の
と
見
る
向
き
が

強
い
。

　

そ
の
後
、『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
七
年
（
六
八
七
）
十
月
己
酉
条
に
「
大
弁
官
」

が
初
見
す
る
。
こ
の
時
期
の
太
政
官
機
構
と
大
弁
官
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た

か
に
つ
い
て
は
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
主
要
な
論
点
に
よ
り
「
太
政
官
―
大

弁
官
並
列
説
」
と
、「
太
政
官
―
大
弁
官
直
結
説
」
に
分
類
で
き
よ
う
。「
並
列
説
」

に
つ
い
て
は
、
ま
ず
八
木
充
氏
が
、
大
弁
官
は
太
政
官
に
所
属
せ
ず
太
政
官
と
併
存

し
た
と
の
見
解
を
示
し
〔
八
木
一
九
六
三
〕、
つ
い
で
早
川
庄
八
氏
が
、
天
武
朝
に
お

い
て
は
制
度
上
大
臣
は
存
在
せ
ず
、
太
政
官
は
納
言
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
た
と
し

た
上
で
、
事
務
伝
達
・
集
約
を
任
と
す
る
大
弁
官
と
そ
れ
ぞ
れ
が
天
皇
に
直
属
す
る

特
殊
な
時
期
と
し
て
天
武
朝
官
制
を
位
置
づ
け
た
。
関
連
し
て
、
大
宝
令
に
存
在
し

た
勅
符
が
、
中
務
省
や
狭
義
の
太
政
官
を
経
ず
、
弁
官
の
み
を
経
て
発
せ
ら
れ
た
と

し
、
天
皇
は
弁
官
の
み
を
経
由
し
て
諸
国
に
直
接
命
令
を
発
し
、
こ
れ
が
大
宝
令
勅
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符
に
繋
が
る
と
し
た〔
早
川
一
九
七
二
〕。
一
方
、「
直
結
説
」で
は
、
野
村
忠
夫
氏
が
、

天
武
朝
大
弁
官
は
太
政
官
の
下
に
置
か
れ
、
後
の
太
政
官
事
務
機
構
に
つ
な
が
る
も

の
と
し
〔
野
村
一
九
六
九
〕、
さ
ら
に
吉
川
真
司
氏
が
、
大
弁
官
が
集
約
し
た
も
の
を

太
政
官
が
審
議
し
奏
上
す
る
と
い
う
上
下
関
係
に
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る
〔
吉
川

一
九
八
八
〕。

　

両
説
と
も
決
定
打
を
欠
く
が
、
吉
川
氏
に
よ
っ
て
大
宝
令
勅
符
が
天
皇
か
ら
議
政

官
を
経
て
弁
官
符
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ〔
吉
川
一
九
九
四
A
〕、

早
川
氏
の
論
証
の
一
部
を
崩
し
た
こ
と
で
、「
直
結
説
」
が
優
勢
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
大
隅
清
陽
氏
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
令
制
下
の
弁
官
機

構
は
、
財
政
や
執
務
空
間
な
ど
の
あ
り
方
か
ら
強
い
独
立
性
が
認
め
得
る
の
で
あ
り

〔
大
隅
一
九
九
一
〕、
こ
れ
が
大
弁
官
の
性
格
を
継
承
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、「
並
列
説
」

が
成
立
す
る
余
地
も
十
分
に
あ
る
。
一
方
、
こ
の
時
期
の
納
言
の
具
体
像
に
つ
い
て

は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
少
納
言
尋
常
奏
の
形
態
や
、
内
裏
閤
門
参
入
に
お
け
る
少

納
言
の
役
割
な
ど
が
重
要
な
論
点
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

浄
御
原
令
官
制
で
は
、
太
政
大
臣
・
左
右
大
臣
が
置
か
れ
た
こ
と
、
納
言
が
大
・

中
・
少
の
三
つ
に
分
か
れ
た
こ
と
、
弁
官
が
左
右
に
分
か
れ
、
大
・
中
・
少
弁
が
置

か
れ
た
こ
と
が
史
料
上
確
認
さ
れ
、
こ
の
と
き
弁
官
が
太
政
官
に
組
み
込
ま
れ
た
と

推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
三
納
言
の
職
掌
も
令
制
と
は
異
な
り
未
分
化
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
〔
早
川
一
九
七
二
〕。

　

以
上
の
如
き
前
史
の
も
と
に
大
宝
・
養
老
令
太
政
官
制
が
成
立
す
る
。
こ
こ
で

は
太
政
官
所
属
官
人
は
大
き
く
三
つ
の
部
門
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
は
議
政
官
で
あ

り
、
太
政
大
臣
一
人
、
左
右
大
臣
各
一
人
、
大
納
言
四
人
（
養
老
令
で
は
二
人
）、

中
納
言
三
人
（
令
外
官
）、
参
議
八
人
（
令
外
官
）
を
定
員
と
す
る
。
そ
の
職
務
は

国
政
審
議
と
上
奏
（
論
奏
・
奏
事
）
で
あ
り
、
ま
た
中
納
言
以
上
は
太
政
官
符
・
太

政
官
牒
の
発
給
の
事
に
あ
た
っ
た
。
第
二
は
少
納
言
局
で
あ
り
、
少
納
言
三
人
と
外

記（
大
外
記
二
人
・
少
外
記
二
人
）、
史
生
一
〇
人
か
ら
な
る
。
少
納
言
は
尋
常
奏（
便

奏
）
と
外
印
請
印
が
主
要
な
担
当
政
務
で
あ
り
、
外
記
は
公
卿
直
属
の
書
記
官
で
あ

る
。
第
三
は
左
右
弁
官
局
で
あ
り
、
大
弁
・
中
弁
・
少
弁
各
一
人
、
左
右
大
史
・
少

史
各
二
人
、
史
生
一
〇
人
、
官
掌
二
人
、
使
部
八
〇
人
、
直
丁
二
人
が
左
右
そ
れ
ぞ

れ
に
配
属
さ
れ
る
。
そ
の
職
務
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

　

弁
官
の
位
置
づ
け
を
含
む
太
政
官
の
四
等
官
構
成
に
つ
い
て
は
、
職
員
令
の
職
掌

に
よ
る
四
等
官
と
、
獄
令
25
公
坐
相
連
条
に
規
定
さ
れ
た
四
等
官
構
成
と
の
齟
齬
を

め
ぐ
り
議
論
が
あ
っ
た
〔
石
尾
一
九
六
二
〕〔
柳
一
九
七
五
〕。
こ
の
議
論
は
そ
の
後
の

太
政
官
制
研
究
に
必
ず
し
も
継
承
さ
れ
て
お
ら
ず
、
立
ち
消
え
に
な
っ
た
感
が
あ
る

が
、
二
〇
〇
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
北
宋
天
聖
令
が
新
た
な
論
点
を
提
示
で
き
る
よ
う

に
思
う
。
当
該
条
文
に
対
応
す
る
北
宋
天
聖
獄
官
令
宋
21
は
、
諸
史
料
よ
り
大
部
分

が
唐
令
の
字
句
を
保
存
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
条
は
長
官
―
佐
職
―
主
典

の
分
類
を
示
す
が
、
流
外
官
・
品
官
も
「
行
署
文
案
」
を
す
れ
ば
公
坐
相
連
制
上
は

主
典
の
扱
い
と
な
る
と
す
る
よ
う
に
、
公
坐
相
連
制
の
運
用
を
補
助
す
る
も
の
と
い

う
性
格
が
強
い
。
一
方
日
本
で
は
冒
頭
に
「
公
坐
相
連
」
の
字
句
は
冠
す
る
も
の
の
、

四
等
官
分
類
の
原
則
の
明
示
に
主
眼
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
太
政
官
の

四
等
官
分
類
も
当
時
の
現
実
の
位
置
づ
け
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

政
務
形
態
の
変
遷

　

太
政
官
政
務
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
像
の
解
明
が
か
な
り
進
ん
で
い
る
。
諸
司

諸
国
の
上
申
案
件
は
ま
ず
弁
官
が
受
理
す
る
が
、
弁
官
の
判
断
で
処
理
で
き
な
い
場

合
に
、
弁
官
が
大
納
言
以
上
に
上
申
し
、
そ
の
判
断
を
仰
ぐ
の
で
あ
り
、
そ
の
政
務

を
「
政
」
と
い
う
。
八
世
紀
に
は
朝
堂
に
お
い
て
行
わ
れ
（
朝
堂
政
と
い
う
）、
そ

れ
ぞ
れ
の
諸
司
が
朝
堂
の
座
に
お
い
て
処
理
し
た
案
件
の
う
ち
、
上
申
事
項
が
あ
れ

ば
弁
官
庁
（
暉
章
堂
）
に
申
し
出
る
。
こ
こ
で
公
卿
が
位
記
・
度
縁
な
ど
へ
の
請
印

や
、
三
省
申
政
と
よ
ば
れ
る
特
別
な
公
卿
聴
政
、
そ
し
て
弁
官
に
よ
る
申
政
を
行
っ

た
後
、
弁
官
局
・
少
納
言
局
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
を
処
理
す
る
と
い
う
流
れ
で
あ
っ

た
。

　

三
省
申
政
と
は
、
弁
官
が
と
り
ま
と
め
る
弁
官
申
政
と
異
な
り
、
中
務
省
・
式
部
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省
・
兵
部
省
の
官
人
が
、
公
卿
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
案
件
を
読
申
す
る
政
務
で
あ

り
、
吉
川
真
司
氏
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
各
官
人
が
弁
官
に
引
率
さ
れ
て
聴
政
に
参
会

す
る
引
率
型
と
、
弁
官
に
引
率
さ
れ
る
こ
と
な
く
案
件
を
読
申
す
る
直
申
型
が
あ
る

〔
吉
川
一
九
八
九
〕。
引
率
型
は
官
人
の
賜
禄
、
直
申
型
は
考
選
・
叙
任
に
関
す
る
案

件
に
お
い
て
と
ら
れ
た
作
法
で
あ
り
、
官
人
の
処
遇
に
関
す
る
特
殊
行
政
の
た
め
の

手
続
き
で
あ
る
と
吉
川
氏
は
評
価
し
て
い
る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
朝
使
の
帰
朝
報

告
も
三
省
申
政
引
率
型
と
同
様
の
手
続
き
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
三

省
申
政
が
な
さ
れ
る
案
件
を
官
人
の
処
遇
に
関
す
る
も
の
と
整
理
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
。
あ
る
い
は
か
つ
て
の
大
弁
官
・
六
官
・
朝
使
そ
れ
ぞ
れ
と
太
政
官
の
関
係

性
に
由
来
す
る
も
の
と
も
思
わ
れ
る
が
、
な
お
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
な
政
務
形
態
が
、
長
岡
・
平
安
宮
の
時
代
に
な
る
と
、
朝
堂
院
と
内
裏

が
分
離
し
、
天
皇
の
日
常
政
務
の
場
が
内
裏
の
紫
宸
殿
に
移
行
す
る
。
こ
れ
に
伴
い

朝
堂
政
は
形
式
化
し
、
官
人
の
日
常
政
務
の
場
は
各
曹
司
庁
へ
と
移
行
し
、
朝
堂

院
は
即
位
礼
や
朝
賀
な
ど
儀
式
の
場
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
朝
堂
政
は
朝
堂
院
東

隣
の
太
政
官
曹
司
庁
で
の
公
卿
聴
政
で
あ
る
官
政
へ
と
移
行
す
る
。
さ
ら
に
嵯
峨
朝

に
お
け
る
内
裏
儀
式
の
拡
大
に
よ
り
、
朝
堂
院
儀
式
の
一
部
が
内
裏
へ
と
移
動
し
た

が
、
公
卿
は
「
内
弁
」
と
し
て
行
事
を
執
行
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
延
喜
太
政
官
式

に
よ
れ
ば
、
大
臣
と
大
納
言
が
殿
上
の
行
事
を
監
督
す
る
立
場
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
中
納
言
・
参
議
も
行
事
所
的
な
部
局
を
上
位
か
ら
監
督
す
る
な
ど
、
九
世
紀
に

は
公
卿
は
儀
式
参
加
者
の
中
心
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
延
喜
太
政
官
式
で
公
卿

が
参
加
す
る
と
さ
れ
る
祭
祀
で
は
、
宮
廷
祭
祀
で
は
祈
年
祭
・
月
次
祭
、
神
今
食
、

鎮
魂
祭
、
新
嘗
会
、
大
祓
、
宮
廷
外
の
祭
祀
で
は
伊
勢
例
幣
、
大
忌
・
風
神
祭
、
春

日
祭
、
大
原
野
祭
、
薗
・
韓
神
祭
、
平
野
祭
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
主
に
奈
良
時
代
後

期
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
公
祭
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
公
卿
の
内
裏
伺
候=

侍
候

官
化
に
対
応
し
た
現
象
と
さ
れ
る
〔
大
隅
一
九
九
〇
〕。

  

こ
う
し
た
公
卿
の
動
き
に
対
応
し
、
弘
仁
年
間
頃
に
は
、
外
記
も
内
裏
へ
と
進
出

す
る
。
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
祭
祀
や
節
会
の
場
で
公
卿
に
よ
る
行
事
監
督
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
に
と
も
な
い
外
記
は
行
事
参
加
者
の
把
握
が
重
要
な
職

掌
と
な
り
、
外
記
も
儀
式
参
加
者
と
し
て
内
裏
に
進
出
し
て
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
〔
古
瀬
一
九
八
四
〕。
外
記
は
公
卿
や
少
納
言
の
補
佐
と
し
て
儀
式
に
参
加
し
、
内

裏
諸
儀
式
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
顧
問
に
備
え
た
。
補
任
帳
の
外
記
へ
の
送

付
は
、
五
位
以
上
官
人
が
文
書
に
よ
っ
て
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
だ
ろ
う
。
こ
う
し
た
太
政
官
機
構
の
内
裏
進
出
に
伴
い
、
弘
仁
年
間
に
、
外

記
候
庁
で
行
う
公
卿
聴
政
「
外
記
政
」
が
成
立
す
る
〔
橋
本
一
九
八
一
〕。

弁
官
の
変
質

　

議
政
官
・
外
記
の
活
動
が
以
上
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
一
方
、
弁
官
の
性
格
に

も
変
化
が
み
ら
れ
る
。
令
制
弁
官
の
職
掌
は
、
受
付
・
処
分
と
い
う
、
諸
司
・
諸
国

の
案
件
の
受
理
・
集
約
、
事
務
処
理
が
基
本
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て

重
要
な
の
は
、
弁
官
に
は
、
三
省
申
政
（
引
率
型
）
に
み
た
よ
う
に
、
政
務
や
儀
式

の
場
で
所
司
官
人
を
統
率
・
監
督
す
る
機
能
が
あ
る
。
こ
の
機
能
は
和
訓
で
「
ア
ド

モ
ヒ
」
と
呼
ば
れ
、
官
物
出
納
や
御
薪
と
い
っ
た
政
務
に
象
徴
的
に
遺
さ
れ
て
い
る

が
、
令
制
以
前
の
マ
エ
ツ
キ
ミ
を
代
表
す
る
存
在
と
し
て
の
弁
官
の
あ
り
方
を
継
承

し
た
も
の
で
あ
り
、
マ
エ
ツ
キ
ミ
に
よ
っ
て
分
掌
さ
れ
て
い
た
ツ
カ
サ
を
引
率
し
事

務
的
に
統
括
す
る
と
い
う
、
七
世
紀
後
半
の
弁
官
の
性
格
を
遺
し
た
、
弁
官
本
来
の

政
務
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
〔
大
隅
一
九
九
一
〕。

　

こ
れ
ら
の
弁
官
の
機
能
が
、
律
令
制
の
展
開
に
伴
い
変
質
し
て
い
く
。
弁
官
の
執

務
の
場
は
朝
堂
院
の
弁
官
庁
（
弁
官
殿
）
と
、
朝
堂
院
の
外
に
あ
る
弁
官
曹
司
（
太

政
官
曹
司
庁
・
弁
官
庁
）
で
あ
っ
た
が
、
朝
堂
政
か
ら
官
政
・
外
記
政
へ
と
政
務
の

場
が
変
化
し
て
い
く
の
に
対
応
し
、
弁
官
政
務
は
毎
月
朔
日
・
四
日
・
十
六
日
の
み

へ
と
減
少
し
て
い
く
。
八
省
の
機
能
が
先
例
に
よ
っ
て
処
理
さ
れ
る
必
要
最
小
限
の

も
の
へ
と
縮
小
さ
れ
る
に
つ
れ
、
受
付
・
処
分
の
機
能
が
形
骸
化
し
て
い
く
の
で
あ

る
。
ま
た
八
省
の
機
能
低
下
に
よ
り
弁
官
の
引
率
機
能
も
低
下
し
、
日
常
政
務
は
上

卿
―
弁
―
史
の
命
令
系
統
に
基
づ
く
行
事
執
行
へ
と
移
行
し
、
行
事
所
の
成
立
に
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至
る
。

　

さ
ら
に
公
卿
の
内
裏
進
出
に
対
応
し
、
弁
官
は
参
議
が
大
弁
を
兼
帯
す
る
こ
と
で

内
裏
伺
候
す
る
よ
う
に
な
り
、
一
〇
世
紀
に
は
殿
上
弁
も
出
現
す
る
。
大
弁
は
弁
官

局
の
日
常
政
務
か
ら
離
脱
し
、中
少
弁
が
受
付
処
分
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

彼
ら
と
て
殿
上
弁
と
し
て
内
裏
に
進
出
し
て
い
き
、
所
々
の
別
当
と
し
て
そ
れ
ら
を

指
揮
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

弁
官
の
内
裏
進
出
に
伴
い
、
新
た
な
弁
官
の
執
務
空
間
と
し
て
結
政
所
が
生
ま

れ
、
公
卿
聴
政
前
の
文
書
整
理
と
し
て
の
結
政
と
呼
ば
れ
る
政
務
が
行
わ
れ
た
。
結

政
は
諸
司
・
諸
国
の
上
申
文
書
を
、
公
卿
聴
政
に
先
立
っ
て
史
が
弁
に
提
出
し
、
こ

れ
を
弁
が
確
認
す
る
と
い
う
政
務
で
あ
り
、
こ
の
文
書
が
外
記
政
へ
と
持
ち
込
ま
れ

る
。
さ
ら
に
後
に
は
南
所
申
文
、
陣
申
文
と
、
聴
政
の
場
が
移
っ
て
い
く
。
こ
こ
で

処
理
さ
れ
る
案
件
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
季
禄
・
時
服
・
馬
料
・
月
料
・
要
劇
料
・

大
粮
と
い
っ
た
給
与
の
支
給
な
ど
、
ル
ー
テ
ィ
ン
的
な
業
務
に
つ
い
て
は
、
申
請
諸

司
の
文
書
を
長
例
符
（
先
例
）
と
勘
会
し
て
支
給
し
、
増
減
が
あ
る
場
合
の
み
弁
官

の
裁
許
を
請
う
と
い
う
よ
う
に
、
事
務
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
っ
た
ら
し
い

（『
類
聚
三
代
格
』
要
劇
月
料
事
所
収
斉
衡
三
年
〈
八
五
六
〉
十
月
七
日
太
政
官
符
）。

先
例
の
反
復
に
よ
り
経
常
的
庶
務
の
受
付
・
処
分
は
歴
史
的
役
割
を
終
え
機
能
を
低

下
さ
せ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。
た
だ
し
九
・
一
〇
世
紀
に
実
質
的
な
意
味
を
持
っ
た

代
表
的
な
案
件
と
し
て
交
替
事
務
が
あ
り
、
延
喜
太
政
官
式
で
も
多
く
の
分
量
が
割

か
れ
て
い
る
。
ま
た
大
粮
申
文
や
不
堪
佃
田
申
文
な
ど
、
地
方
支
配
に
関
す
る
特
定

の
案
件
に
つ
い
て
は
後
に
儀
式
化
す
る
。
こ
れ
ら
は
太
政
官
に
よ
る
地
方
支
配
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

付
属
機
関

　

最
後
に
、
延
喜
太
政
官
式
に
は
、
太
政
官
の
付
属
機
関
に
関
す
る
規
定
が
多
く
含

ま
れ
て
い
る
の
で
、
付
属
機
関
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

付
属
機
関
の
う
ち
、
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
の
が
太
政
官
厨
家
で
あ
る
。
律
令

国
家
の
官
司
の
中
で
太
政
官
は
唯
一
独
自
に
運
用
す
る
財
源
を
有
し
て
お
り
、
養
老

田
令
11
公
田
条
に
よ
れ
ば
、
公
田
を
賃
租
し
て
得
た
価
（
地
子
、
古
記
・
弘
仁
主
税

式
・
延
喜
主
税
式
に
よ
れ
ば
収
穫
の
二
割
）
を
太
政
官
に
送
り
、
そ
の
雑
用
に
充
て

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
弘
仁
式
で
は
「
太
政
官
」
に
送
る
と
あ
る
が
、
延
喜
式
で

は
「
太
政
官
厨
」
に
送
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
諸
史
料
か
ら
天
安
・
元
慶
の
交
に

太
政
官
厨
家
に
よ
る
地
子
管
掌
が
始
ま
っ
た
と
橋
本
義
彦
氏
が
述
べ
て
い
る
〔
橋
本

一
九
七
六
〕。
厨
家
は
少
納
言
・
弁
・
外
記
・
史
各
一
人
が
別
当
と
し
て
、
ま
た
太
政
官
・

左
右
弁
官
史
生
各
一
人
が
預
と
さ
れ
、
一
年
を
任
限
と
し
、
二
月
の
列
見
の
後
に
交

替
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
永
観
三
年
（
九
八
五
）
正
月
十
三
日
宣
旨
を
初
見
と
し
て

案
主
も
置
か
れ
て
い
る
。
太
政
官
の
厨
房
と
し
て
官
人
に
対
す
る
供
膳
を
行
う
の
み

な
ら
ず
、
地
子
・
交
易
物
の
収
納
や
列
見
定
考
禄
等
の
支
出
関
連
業
務
な
ど
、
太
政

官
の
財
政
機
能
を
担
っ
て
い
た
。

　

太
政
官
の
厨
房
と
し
て
の
機
能
の
様
子
が
う
か
が
え
る
の
が
、
列
見
や
考
定
、
位

記
召
給
、
郡
司
召
、
任
国
造
儀
と
い
っ
た
、
太
政
官
曹
司
庁
で
催
さ
れ
る
太
政
官
主

催
の
行
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
事
は
、『
西
宮
記
』
等
の
儀
式
書
に
よ
れ
ば
、
下

宿
司
人
に
よ
る
庁
舎
の
鋪
設
、
行
事
開
始
前
の
尋
常
政
、
外
記
か
ら
上
卿
へ
の
式
筥

の
提
出
、
行
事
終
了
後
の
饗
宴
（
饗
宴
の
間
に
申
文
あ
り
）
と
い
っ
た
共
通
の
要
素

を
有
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
饗
宴
部
分
に
注
目
す
る
と
、
列
見
・
定
考
は
朝
所
と
い

う
太
政
官
正
庁
北
東
の
施
設
で
行
い
、
太
政
官
厨
家
が
供
膳
を
担
当
す
る
が
、
位
記

召
給
・
郡
司
召
・
任
国
造
儀
の
場
合
は
、
侍
従
所
（
南
所
）
に
移
動
し
、
侍
従
厨
と

い
う
機
関
が
供
膳
を
担
当
す
る
。
侍
従
所
・
侍
従
厨
の
饗
は
外
記
政
の
成
立
に
よ
り

生
じ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
以
前
は
太
政
官
曹
司
庁
で
の
官
政
と
太
政

官
厨
家
が
供
す
る
朝
所
饗
が
日
常
的
な
形
態
で
あ
り
、
列
見
と
考
定
に
の
み
古
い
形

態
が
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
太
政
官
厨
家
と
侍
従
厨
が
い
か
な
る
関
係
に
あ
っ
た
か

は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
日
常
の
給
食
機
能
は
侍
従
厨
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
だ
ろ

う
。
た
だ
し
、
九
世
紀
末
か
ら
一
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
厨
家
の
地
子
収
納
機
能
は

む
し
ろ
強
化
さ
れ
て
い
く
。
厨
家
は
大
臣
大
饗
の
財
源
供
給
や
列
見
考
定
禄
の
支
給
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方
法
で
あ
る
俸
料
官
符
の
発
給
と
い
っ
た
職
掌
を
新
た
に
付
加
さ
れ
て
い
く
よ
う
に

〔
渡
邊
二
〇
〇
五
・
二
〇
一
〇
〕、
官
司
と
し
て
の
太
政
官
へ
の
官
人
の
結
集
を
財
政
的

に
支
え
た
機
関
で
あ
っ
た
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
官
文
殿
（
官
底
）
は
、
弁
官
局
の
文
書
事
務
部
門
で
あ
り
、
太
政
官
西
南
隅

に
あ
っ
た
。
文
殿
は
毎
年
太
政
官
が
発
給
す
る
宣
旨
・
官
符
の
正
文
・
草
案
、
行
事

記
文
な
ど
を
収
蔵
す
る
。
ま
た
、
先
例
を
勘
申
し
て
陣
定
・
弁
官
申
政
の
参
考
と
し

た
。
外
記
文
殿
（
局
底
）
は
、
外
記
日
記
の
筆
録
、
官
符
宣
旨
案
の
書
写
・
成
巻
、

先
例
勘
申
を
職
掌
と
し
、
左
右
文
殿
の
公
文
は
史
一
人
が
永
く
勾
当
、
左
右
史
生
各

二
人
が
預
と
し
て
毎
年
二
月
ま
で
担
当
し
た
〔
下
向
井
一
九
八
九
〕。

　

こ
の
官
文
殿
は
太
政
官
で
作
成
さ
れ
た
文
書
の
保
管
だ
け
で
な
く
、
諸
国
か
ら
の

四
度
公
文
の
勘
会
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
ら
し
い
。
延
喜
太
政
官
式

139
公
文
進
官
条
・
延
喜
民
部
式
上
31
貢
調
使
公
文
条
な
ど
に
よ
れ
ば
、
四
度
公
文
は

弁
官
の
外
題
を
得
た
後
文
殿
に
下
さ
れ
る
。
外
題
に
は
受
理
日
が
書
か
れ
、
国
の
使

者
が
文
殿
に
赴
き
、
担
当
官
司
に
下
さ
れ
る
。
一
方
『
朝
野
群
載
』
巻
二
十
七
諸
国

公
文
下
に
よ
る
と
、
十
二
世
紀
段
階
で
は
、
二
寮
済
事
に
託
し
て
四
度
公
文
を
作
成

し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
一
度
集
め
て
雑
掌
解
文
を
作
成
し
、
官
文
殿
に
付
す
。
官
は

外
題
し
た
後
雑
掌
に
返
却
し
、
雑
掌
解
文
を
民
部
省
に
付
し
、
省
が
外
題
し
た
後
雑

掌
に
返
却
し
、
再
度
二
寮
に
付
す
、
と
い
っ
た
流
れ
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
参
考

に
す
れ
ば
、
十
二
世
紀
ま
で
に
形
式
化
す
る
以
前
は
、
官
文
殿
で
外
題
↓
民
部
省

に
提
出
↓
二
寮
へ
と
い
っ
た
ル
ー
ト
を
た
ど
っ
た
と
考
え
ら
れ
（『
政
事
要
略
』
巻

五
十
七
交
替
雑
事
（
雑
公
文
）
所
収
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
十
二
月
二
十
五
日
宣

旨
な
ど
に
実
例
が
あ
る
）、
律
令
制
下
の
弁
官
の
受
付
機
能
が
、
文
殿
の
外
題
へ
と

集
約
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
諸
国
上
申
文
書
の
窓
口
と
し
て
機
能
し
た
と
評
価
で
き
よ

う
。
こ
う
し
た
機
能
は
十
世
紀
後
半
以
降
、
訴
訟
に
お
け
る
文
書
審
査
や
申
文
に
お

け
る
先
例
続
文
の
作
成
と
い
っ
た
形
で
、
国
家
機
構
を
支
え
る
構
造
の
一
部
と
な
っ

て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
太
政
官
関
連
官
舎
の
修
繕
組
織
と
し
て
造
館
舎
所
が
置
か
れ

て
お
り
、
延
喜
太
政
官
式
に
よ
れ
ば
、
少
納
言
・
弁
・
外
記
・
史
各
一
人
が
別
当
と

し
て
、
史
生
・
弁
官
史
生
各
一
人
が
預
と
し
て
配
置
さ
れ
る
。

　

以
上
の
諸
機
関
の
職
員
は
、
太
政
官
式
に
よ
れ
ば
二
月
の
列
見
の
日
に
交
替
・
任

用
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
だ
し
『
撰
集
秘
記
』
二
月
十
一
日
列
見

所
引
の
弘
仁
式
に
よ
れ
ば
、
弘
仁
式
で
は
こ
れ
ら
付
属
機
関
の
職
員
の
交
替
は
毎
年

八
月
一
日
な
い
し
正
月
で
あ
っ
た
ら
し
い
〔
鈴
木
二
〇
〇
九
〕。
八
月
一
日
は
考
定
の

日
に
あ
た
り
、
本
来
は
考
定
の
後
に
太
政
官
諸
機
関
の
人
事
を
行
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
先
に
列
見
と
定
考
に
の
み
古
い
太
政
官
政
務
の
あ
り
方
が
残
さ
れ
た
こ
と

を
見
た
が
、
両
行
事
は
太
政
官
官
人
の
結
集
に
と
っ
て
特
別
な
意
味
を
も
っ
た
と
推

測
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
、
太
政
官
式
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
を
整
理
し
、
数
点
の
課
題
を
指
摘
し
て
き

た
。
本
稿
で
提
示
す
る
現
代
語
訳
は
、
も
と
よ
り
多
分
野
協
働
研
究
に
資
す
る
素
材

の
提
供
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
太
政
官
制
研
究
の
進
展
に
寄
与
で
き
れ
ば
、

望
外
の
喜
び
で
あ
る
。

【
凡
例
】

1　

本
稿
は
『
延
喜
式
』
巻
十
一
「
太
政
官
」
の
現
代
語
訳
で
あ
る
。

2　

原
文
と
し
て
土
御
門
本
を
底
本
と
す
る
本
誌
別
掲
の
校
訂
文
を
用
い
た
。

3　

訳
文
中
の
字
体
は
、
原
則
と
し
て
本
誌
別
掲
の
校
訂
文
に
従
っ
た
。

4　

式
名
・
条
文
番
号
・
条
文
名
お
よ
び
（
1
）、（
2
）
と
い
っ
た
小
見
出
し
は
、

本
誌
別
掲
の
校
訂
文
に
従
っ
た
。

5　

各
条
冒
頭
に
は
、条
文
内
容
の
把
握
の
一
助
と
し
て
条
文
概
要
を
付
し
て
い
る
。

6　

語
句
注
等
は
、
本
文
の
み
で
簡
便
に
読
み
進
め
て
い
け
る
訳
文
と
す
る
た
め
、

付
け
て
い
な
い
。
訳
出
が
困
難
な
語
句
は
原
文
の
ま
ま
表
示
し
て
適
宜
ル
ビ
を
付

し
、
可
能
な
限
り
補
足
的
な
説
明
を
挿
入
す
る
ほ
か
、
逐
語
訳
が
困
難
な
箇
所
で

は
意
訳
で
対
応
し
た
箇
所
も
あ
る
。
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7　

校
訂
文
で
示
さ
れ
た
鼇
頭
の
標
注
は
訳
し
て
い
な
い
。

8　

訳
文
中
の
〈　

〉
は
、
校
訂
文
の
注
（
底
本
の
割
書
）
を
表
し
て
い
る
。

9　

尺
寸
（
長
さ
）・
斗
升
（
容
積
）・
斤
両
（
重
さ
）
と
い
っ
た
度
量
衡
は
訳
し
て

い
な
い
。

※
メ
ー
ト
ル
法
へ
の
換
算
値
に
つ
い
て
は
、
参
考
ま
で
に
虎
尾
俊
哉
編
『
訳
注
日

本
史
料　

延
喜
式
』（
上
・
中
・
下
、
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
・
二
〇
〇
七
年
・

二
〇
一
七
年
。
以
下
、
補
考
を
含
め
訳
注
本
と
略
述
）
が
採
用
し
て
い
る
正
倉

院
伝
来
容
器
の
計
測
結
果
等
に
基
づ
い
た
数
値
を
以
下
に
示
す
。

・
長
さ
…
一
尺=

約
二
九
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

　
　
　
　
　
（
一
丈=

一
〇
尺/　

一
尺=

一
〇
寸
）

・
容
積
…
一
升=
約
八
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル=

約
〇
・
八
リ
ッ
ト
ル

　
　
　
　
　
（
一
斛=
一
〇
斗=

一
〇
〇
升/　

一
升=

一
〇
合=

一
〇
〇
夕
）

・
重
さ
…
一
斤=

約
六
七
四
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
（
一
斤=

一
六
両/　

一
両=

四
分/　

一
分=

六
銖
）

10　

本
稿
は
、
神
戸
航
介
が
下
訳
を
行
い
、
小
倉
慈
司
・
神
戸
航
介
・
清
武
雄
二
が

取
り
ま
と
め
た
。
な
お
、
下
訳
の
作
成
に
際
し
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
内

に
て
、以
下
の
メ
ン
バ
ー
で
内
容
・
語
句
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
（
五
〇

音
順
、
敬
称
略
）。

井
上
正
望
・
神
戸
航
介
・
清
武
雄
二
・
篠
崎
尚
子
・
戸
村
美
月
・
古
田
一
史
・

山
口
え
り
・
渡
部
淳
寛
・
渡
邉
美
紗
子

【
太
政
官
式
現
代
語
訳
（
稿
）】

延
喜
式
第
十
一

太
政
官

1
庶
務
条

﹇
条
文
概
要
﹈

中
央
諸
官
司
・
諸
国
の
上
申
文
書
を
弁
官
が
太
政
官
に
報
告
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
・
諸
国
が
決
裁
を
求
め
て
上
申
し
て
き
た
政
務
案
件
の
文
書
は
、
弁
官

が
す
べ
て
受
理
・
審
査
し
た
上
で
太
政
官
に
報
告
せ
よ
。
史し

が
諸
司
の
案
件
を
読
み

上
げ
る
際
に
は
、
所
定
の
官
司
の
順
番
に
従
え
。
も
し
複
数
の
案
件
を
報
告
す
る
場

合
は
、
神
事
関
連
の
も
の
を
先
に
せ
よ
。
神
事
関
連
の
文
書
を
読
み
上
げ
る
史
は
凶

事
の
も
の
を
読
み
上
げ
て
は
な
ら
な
い
。
天
皇
〈
中
宮
・
東
宮
も
同
じ
〉
の
生
年
と

同
じ
干
支
の
日
、
お
よ
び
朔つ
い
た
ち日

・
巳み

の
日
・
亥い

の
日
、
月
の
五
行
と
日
の
五
行
が
重

な
る
日
も
ま
た
凶
事
の
文
書
を
読
み
上
げ
て
は
な
ら
な
い
。

2
庶
務
申
官
条

﹇
条
文
概
要
﹈

政
務
案
件
の
上
申
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

弁
官
が
政
務
案
件
を
太
政
官
に
申
告
す
る
際
に
は
、
も
し
大
臣
が
い
な
い
場
合
は
、

中
納
言
以
上
に
申
告
せ
よ
。
重
大
な
案
件
は
そ
の
つ
ど
天
皇
に
申
告
し
て
決
裁
を
仰

ぎ
、
そ
れ
以
外
は
先
例
に
従
い
太
政
官
で
判
断
せ
よ
。
官
人
の
勤
務
評
定
・
叙
位
候

補
者
を
集
計
し
た
目
録
の
読
み
上
げ
や
、
六
位
以
下
の
位
階
の
証
書
へ
の
押
印
を
申

請
す
る
場
合
に
は
、
中
務
省
・
式
部
省
・
兵
部
省
は
、
弁
官
を
経
由
せ
ず
に
直
接
太

政
官
に
申
告
せ
よ
。
中
務
省
が
衣
替
え
手
当
て
の
数
量
等
を
申
告
す
る
場
合
や
、
式

部
省
が
親
王
家
の
家
庭
教
師
や
親
王
・
官
人
家
の
家
政
機
関
職
員
、
お
よ
び
辺
境
官
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人
の
護
衛
官
を
任
命
し
た
り
、
諸
国
に
派
遣
す
る
使
者
を
選
定
す
る
場
合
も
、
同
様

に
太
政
官
に
直
接
申
告
せ
よ
。

3
申
政
条

﹇
条
文
概
要
﹈

中
央
諸
官
司
が
弁
官
を
経
由
せ
ず
に
直
接
太
政
官
に
政
務
案
件
を
報
告
す
る
際
の
規

定﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
が
弁
官
を
経
由
せ
ず
に
直
接
太
政
官
に
政
務
案
件
を
報
告
す
る
場
合

は
、
事
前
に
外げ

記き

に
通
知
せ
よ
。

4
時
刻
条

﹇
条
文
概
要
﹈

弁
官
が
太
政
官
に
政
務
案
件
を
報
告
す
る
際
の
時
刻
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

弁
官
が
太
政
官
に
政
務
を
報
告
す
る
際
の
時
刻
は
、
三
月
か
ら
七
月
は
辰
三
刻
、
九

月
か
ら
正
月
ま
で
は
巳
二
刻
、
二
月
・
八
月
は
巳
一
刻
と
せ
よ
。

5
朝
堂
政
条

﹇
条
文
概
要
﹈

季
節
ご
と
の
政
務
の
場
所
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

官
人
の
政
務
は
、
み
な
朝
ち
よ
う

堂ど
う

院い
ん

内
の
政
庁
で
行
え
。
た
だ
し
三
月
・
十
月
は
十
一

日
と
二
十
一
日
の
み
政
庁
で
執
務
し
、
そ
れ
以
外
の
日
と
正
月
・
二
月
・
十
一
月
・

十
二
月
は
そ
れ
ぞ
れ
の
官
庁
で
政
務
を
行
え
。

6
諸
司
諸
国
申
政
条

﹇
条
文
概
要
﹈

上
申
さ
れ
た
政
務
案
件
の
決
裁
に
用
い
る
言
葉
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
・
諸
国
が
上
申
し
て
き
た
政
務
案
件
の
文
書
を
弁
官
局
内
で
審
査
す
る

際
に
は
、
史し

が
文
書
を
読
み
上
げ
、
そ
れ
に
対
し
弁べ
ん

は
口
頭
で
処
分
を
通
達
せ
よ
。

そ
の
後
た
だ
ち
に
史
は
、
文
書
を
上
申
し
た
中
央
諸
官
司
・
諸
国
の
官
人
に
対
し
て

「
よ
し
」
と
言
い
渡
せ
。

7
受
事
条

﹇
条
文
概
要
﹈

弁
官
が
管
轄
で
な
い
文
書
を
受
理
し
た
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

左
右
弁
官
局
の
あ
る
官
人
が
太
政
官
の
執
務
す
る
庁
舎
に
赴
き
指
示
を
受
け
る
際

に
、
も
し
左
弁
官
の
管
轄
事
項
を
右
弁
官
が
受
け
た
り
、
右
弁
官
の
管
轄
事
項
を
左

弁
官
が
受
け
た
り
し
た
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
連
絡
を
取
り
合
っ
て
そ
の
事
項
を
共

有
せ
よ
。
た
だ
し
そ
の
場
合
で
も
指
示
を
受
け
た
弁べ
ん

が
そ
の
業
務
を
実
行
せ
よ
。

8
弁
官
牒
式
条

﹇
条
文
概
要
﹈

弁
官
局
か
ら
少
納
言
局
へ
文
書
を
送
る
規
定
と
そ
の
書
式

﹇
現
代
語
訳
﹈

（
1
）

左
右
弁
官
は
、
そ
れ
ぞ
れ
天
皇
へ
の
上
奏
案
件
や
、
押
印
を
請
求
す
る
文
書
お
よ
び

駅え
き

鈴れ
い

・
伝で
ん

符ぷ

の
請
求
・
返
却
に
関
す
る
項
目
に
つ
い
て
目
録
を
作
成
し
、
少
納
言

に
送
れ
。
少
納
言
・
外げ

記き

は
こ
れ
ら
を
実
施
し
た
旨
を
記
録
し
て
弁
官
に
通
達
せ
よ
。

こ
れ
ら
の
業
務
に
用
い
る
書
式
は
以
下
の
通
り
。
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（
2
）

弁
官
か
ら
少
納
言
に
送
る
文
書
の
書
式

左
弁
官
〈
右
弁
官
も
こ
れ
に
準
じ
る
〉

某
国
の
国
司
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
調
庸
お
よ
び
中
男
作
物
等
に
関
す
る
帳
簿
若
干
通

式
部
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
諸
官
司
の
官
人
に
職
位
給
を
支
給
す
る
た
め
の
文
書
一

通兵
部
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
同
前
の
文
書
一
通

　
　

以
上
若
干
通
は
、
上
奏
し
て
く
だ
さ
い
。

（
3
）

某
国
の
正
税
帳
を
提
出
す
る
た
め
の
使
者
「
官
・
位
・
姓
・
名
」
が
提
出
し
た
若
干

刻
の
駅
鈴
一
個

某
国
の
守か
み

「
位
・
姓
・
名
」
が
赴
任
し
た
際
に
与
え
た
若
干
刻
の
伝
符
一
枚

　
　

以
上
の
駅
鈴
一
個
・
伝
符
一
枚
を
返
却
し
ま
す
。

（
4
）

某
国
に
通
知
す
る
、
正
税
帳
を
提
出
す
る
た
め
に
京
に
参
上
し
任
務
を
終
え
た
使
者

「
官
・
位
・
姓
・
名
」
が
帰
国
す
る
た
め
の
文
書
一
通
、
お
よ
び
若
干
刻
の
駅
鈴
一

個某
国
に
通
知
す
る
、「
位
・
姓
・
名
」
を
守
に
任
じ
る
た
め
の
文
書
一
通
、
お
よ
び

若
干
刻
の
伝
符
一
枚

民
部
省
が
某
国
に
通
知
す
る
、「
官
・
位
・
姓
・
名
」
に
食じ
き
ふ封

を
与
え
る
文
書
一
通

以
上
の
三
通
に
つ
い
て
、
天て
ん

皇の
う

御ぎ
よ
じ璽

の
押
印
お
よ
び
駅
鈴
一
個
・
伝
符
一
枚

を
請
求
し
ま
す
。

（
5
）

民
部
省
・
宮
内
省
に
通
知
す
る
、
諸
官
司
の
某
月
の
食
料
を
支
給
す
る
文
書
一
通

民
部
省
に
通
知
す
る
、
某
季
か
ら
の
租
税
を
徴
収
・
免
除
す
る
文
書
一
通

　
　

以
上
の
二
通
に
つ
い
て
、
太
政
官
印
の
押
印
を
請
求
し
ま
す
。

（
6
）

上
奏
文
書
お
よ
び
駅
鈴
・
伝
符
の
返
却
・
請
求
、
お
よ
び
押
印
を
請
求
す
る
文
書
は

以
上
の
通
り
で
す
。

            

年
月
日　

左さ

史し

「
位
・
姓
・
名
」
が
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

左さ

弁べ
ん

「
位
・
姓
・
名
」

9
少
納
言
牒
式
条

﹇
条
文
概
要
﹈

少
納
言
局
か
ら
弁
官
局
へ
送
る
文
書
の
書
式
（
前
条
の
続
き
）

﹇
現
代
語
訳
﹈

（
1
）

少
納
言
か
ら
弁
官
に
送
る
文
書
の
書
式

某
国
の
国
司
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
調
庸
お
よ
び
中
男
作
物
等
に
関
す
る
帳
簿
若
干
通

式
部
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
諸
官
司
の
官
人
に
職
位
給
を
支
給
す
る
た
め
の
文
書
一

通兵
部
省
か
ら
提
出
さ
れ
た
、
同
前
の
文
書
一
通

　
　

以
上
若
干
通
は
、
某
日
に
少
納
言
某
が
上
奏
し
ま
し
た
。

（
2
）

某
国
の
正
税
帳
を
提
出
す
る
た
め
の
使
者
「
官
・
位
・
姓
・
名
」
が
提
出
し
た
若
干

刻
の
駅え
き

鈴れ
い

一
個

某
国
の
守か
み

「
位
・
姓
・
名
」
が
赴
任
し
た
際
に
与
え
た
若
干
刻
の
伝で
ん

符ぷ

一
枚

　
　

以
上
の
駅
鈴
一
個
・
伝
符
一
枚
は
、
某
日
に
少
納
言
某
が
受
理
し
ま
し
た
。

（
3
）

某
国
に
通
知
す
る
、
正
税
帳
を
提
出
す
る
た
め
に
京
に
参
上
し
任
務
を
終
え
た
使
者

「
官
・
位
・
姓
・
名
」
が
帰
国
す
る
た
め
の
文
書
一
通
、
お
よ
び
若
干
刻
の
駅
鈴
一

個某
国
に
通
知
す
る
、「
位
・
姓
・
名
」
を
守
に
任
じ
る
文
書
一
通
、
お
よ
び
若
干
刻

の
伝
符
一
枚
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民
部
省
が
某
国
に
通
知
す
る
、「
官
・
位
・
姓
・
名
」
に
食じ
き
ふ封
を
与
え
る
文
書
一
通

以
上
の
天て
ん
の
う皇
御ぎ
よ
じ璽
を
要
す
る
文
書
三
通
に
つ
い
て
は
、
某
日
に
少
納
言
某
が
押

印
お
よ
び
駅
鈴
一
個
・
伝
符
一
枚
を
請
求
し
ま
し
た
。

（
4
）

民
部
省
・
宮
内
省
に
通
知
す
る
、
諸
官
司
の
某
月
の
食
料
を
支
給
す
る
文
書
一
通

民
部
省
に
通
知
す
る
、
某
季
か
ら
の
租
税
を
徴
収
・
免
除
す
る
文
書
一
通

以
上
の
太
政
官
印
を
要
す
る
二
通
は
、
某
日
に
少
納
言
某
が
押
印
を
監
督
し
ま

し
た
。

（
5
）

以
上
の
通
り
業
務
を
終
え
ま
し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

            

年
月
日　

外げ

記き

「
位
・
姓
・
名
」
が
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

少
納
言
「
位
・
姓
・
名
」

10
任
僧
綱
条

﹇
条
文
概
要
﹈

僧
官
を
任
命
す
る
規
定
お
よ
び
辞
令
の
書
式

﹇
現
代
語
訳
﹈

（
1
）

中
央
の
僧
官
を
任
命
す
る
際
に
は
、
弁
官
が
事
前
に
式
部
省
・
治
部
省
に
そ
の
旨
を

通
達
せ
よ
。
任
命
を
行
う
当
日
は
、
天
皇
の
使
者
で
あ
る
参
議
〈
宣せ
ん

命み
よ
うの
文
書
を

持
た
せ
る
〉、
お
よ
び
少
納
言
・
弁べ
ん

・
式し
き

部ぶ

省し
よ
うの

輔す
け

・
治じ

部ぶ

省し
よ
うの

輔
・
玄げ
ん

蕃ば

寮り
よ
うの

頭

そ
れ
ぞ
れ
一
人
が
僧
官
の
役
所
〈
事
前
に
座
を
設
け
る
〉
に
赴
け
。
天
皇
の
使
者
で

あ
る
参
議
は
宣
命
の
文
書
を
少
納
言
に
渡
せ
。
少
納
言
は
受
け
取
っ
て
座
に
つ
き
、

宣
命
を
読
み
あ
げ
よ
。
終
了
後
、
天
皇
の
使
者
ら
は
帰
還
し
〈
も
し
天
皇
の
使
者
を

派
遣
し
な
い
場
合
は
、
上
記
の
儀
式
を
行
わ
ず
に
直
接
僧
官
を
任
命
す
る
旨
の
文
書

を
治
部
省
に
下
達
す
る
〉、
そ
の
後
太
政
官
が
僧
官
組
織
に
辞
令
を
通
達
せ
よ
。
辞

令
の
書
式
は
以
下
の
と
お
り
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

（
2
）

太
政
官
が
僧
官
組
織
に
通
達
し
ま
す
。

某
位
某
を
、
こ
こ
に
僧
正
に
任
命
す
る
。

    

右
の
一
人
を
、
右
の
と
お
り
任
命
し
ま
す
。

天
皇
の
命
に
よ
る
と
、
以
上
の
と
お
り
僧
正
某
に
通
告
せ
よ
、
と
の
こ
と
で
す
。
こ

こ
に
文
書
を
も
っ
て
通
達
し
ま
す
。
通
達
が
届
い
た
ら
文
書
に
従
っ
て
下
さ
い
。

            

年
月
日　

外げ

記き

「
位
・
姓
・
名
」
が
文
書
を
送
付
し
ま
す
。

大
納
言
「
位
・
姓
」

11
内
外
印
条

﹇
条
文
概
要
﹈

案
件
に
よ
る
印
の
区
別

﹇
現
代
語
訳
﹈

太
政
官
が
諸
官
司
・
諸
国
に
下
達
す
る
文
書
に
は
、
内
容
に
応
じ
て
天て
ん
の
う皇

御ぎ
よ

璽じ

な

い
し
太
政
官
印
の
押
印
を
請
求
せ
よ
。
詔
書
の
頒
下
、
神
社
の
登
録
、
出
家
・
還
俗

の
承
認
、
官
人
の
定
員
の
増
減
、
駅
使
・
伝
使
の
派
遣
お
よ
び
駅え
き

鈴れ
い

の
交
付
、
諸
国

お
よ
び
地
方
に
あ
る
諸
官
司
へ
の
赴
任
、
五
位
以
上
官
人
の
畿
外
へ
の
出
行
、
兵
庫

の
武
器
の
出
納
、
正
税
の
消
費
、
租
税
の
徴
収
・
免
除
対
象
の
変
更
、
租
税
の
品
目

変
更
、
国
家
の
財
物
〈
諸
国
の
財
源
を
用
い
る
場
合
は
天
皇
御
璽
、
中
央
財
源
を
用

い
る
場
合
は
太
政
官
印
〉・
公
地
・
封
戸
・
様
々
な
田
地
の
賜
与
、
稲
穀
の
移
送
、

公
民
の
戸
籍
へ
の
登
録
・
本
籍
地
の
移
動
・
改
姓
、
外
国
人
の
帰
国
、
天
皇
の
馬
に

関
す
る
事
案
、
郡
・
駅
の
設
置
・
廃
止
、
流
罪
以
上
の
判
決
、
禁
止
事
項
の
通
達
、

賤
民
身
分
の
解
放
。
こ
れ
ら
の
案
件
に
関
す
る
文
書
は
、
天
皇
御
璽
を
請
求
せ
よ
。

そ
の
他
は
太
政
官
印
を
請
求
せ
よ
。
省
が
押
印
を
請
求
し
て
国
に
下
達
す
る
文
書
も

こ
れ
に
準
じ
る
こ
と
と
せ
よ
〈
民
部
省
の
文
書
、
治
部
省
が
国
分
寺
の
僧
侶
の
死
亡

に
よ
る
欠
員
を
補
充
す
る
た
め
の
文
書
、
宮
内
省
の
采
女
に
関
す
る
文
書
は
、
み
な

天
皇
御
璽
を
請
求
す
る
。〉。
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12
請
印
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

押
印
を
請
求
す
る
文
書
の
合
計
紙
数
が
多
い
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

少
納
言
が
奏
上
す
る
、
押
印
を
請
求
す
る
文
書
は
、
計
五
〇
紙
を
超
え
る
場
合
は
、

通
常
の
手
続
き
を
経
ず
内
々
に
奏
上
せ
よ
。

13
請
内
印
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

天て
ん
の
う皇

御ぎ
よ

璽じ

の
押
印
を
要
す
る
文
書
を
二
通
作
成
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天て
ん
の
う皇

御ぎ
よ

璽じ

の
押
印
を
要
す
る
文
書
は
二
通
作
成
せ
よ
。
一
通
は
奏
上
し
て
内
裏
に

保
管
し
、
一
通
は
押
印
し
て
施
行
せ
よ
。

14
外
記
検
察
条

﹇
条
文
概
要
﹈

押
印
文
書
の
外
記
に
よ
る
検
察
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

押
印
を
請
求
す
る
文
書
は
、
弁
官
局
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
日
に
外げ

記き

が
詳
細
に
検
査

し
、
翌
日
押
印
せ
よ
。

15
省
符
条

﹇
条
文
概
要
﹈

租
税
の
免
除
に
関
す
る
文
書
の
作
成
手
続
き
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

租
税
の
免
除
に
関
す
る
案
件
は
、
ま
ず
太
政
官
が
民
部
省
に
文
書
に
よ
っ
て
通
達
せ

よ
。民
部
省
は
免
除
の
対
象
と
な
る
国
宛
て
の
文
書
を
作
成
し
て
押
印
を
請
求
せ
よ
。

こ
の
過
程
を
経
ず
に
国
に
文
書
を
下
達
し
て
は
な
ら
な
い
。

16
免
除
条

﹇
条
文
概
要
﹈

租
税
等
の
免
除
に
天
皇
の
許
可
を
必
要
と
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
お
よ
び
諸
国
が
申
請
す
る
租
税
等
の
免
除
に
つ
い
て
は
、
天
皇
の
許
可

を
得
な
け
れ
ば
実
施
し
て
は
な
ら
な
い
。

17
新
任
国
司
食
伝
条

﹇
条
文
概
要
﹈

新
任
国
司
の
赴
任
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

新
任
国
司
が
赴
任
す
る
際
に
は
、
伊
賀
・
伊
勢
・
近
江
・
丹
波
・
播
磨
・
紀
伊
の
六

国
に
赴
任
す
る
者
に
は
食
料
と
馬
を
支
給
せ
ず
、
志
摩
・
尾
張
・
参
河
・
美
濃
・
若

狭
・
越
前
・
丹
後
・
但
馬
・
美
作
・
淡
路
の
一
〇
国
に
赴
任
す
る
者
に
は
、
道
中
の

各
所
で
本
人
の
位
階
に
応
じ
た
食
料
と
ま
ぐ
さ
を
支
給
せ
よ
。
山
陽
道
の
備
前
か
ら

西
、
お
よ
び
南
海
道
・
西
海
道
の
国
に
赴
任
す
る
者
は
、
み
な
海
路
を
使
用
し
、
規

定
の
と
お
り
に
食
料
を
支
給
せ
よ
。
そ
れ
以
外
の
諸
国
お
よ
び
大だ
ざ
い
ふ

宰
府
の
長
官
・
次

官
と
し
て
赴
任
す
る
者
に
は
、
み
な
伝で
ん
ぷ符

を
与
え
て
道
中
の
各
所
で
食
料
と
馬
を
支

給
せ
よ
〈
諸
国
国
分
寺
の
講
師
・
読
師
の
赴
任
時
の
待
遇
も
以
上
に
準
じ
る
が
、
伝

符
は
与
え
な
い
〉。

18
神
宮
司
条

﹇
条
文
概
要
﹈

香
取
神
宮
司
の
任
官
を
通
達
す
る
文
書
に
食
料
と
馬
の
支
給
を
注
記
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈
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香か
と
り取
神じ
ん
ぐ
う宮
司じ

の
任
官
を
国
に
通
達
す
る
文
書
に
は
、
路
次
の
各
所
で
食
料
と
馬
の

支
給
を
受
け
る
こ
と
を
許
可
す
る
旨
を
記
載
し
、
伝で
ん
ぷ符
を
支
給
す
る
こ
と
は
し
な

い
。
そ
の
他
の
神
宮
司
の
赴
任
で
食
料
と
馬
を
支
給
す
る
方
式
も
こ
れ
に
準
じ
る
こ

と
と
せ
よ
。

19
籤
符
条

﹇
条
文
概
要
﹈

同
一
官
司
内
の
昇
任
時
の
文
書
作
成
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

少し
よ
う

掾じ
よ
うか
ら
大だ
い

掾じ
よ
うへ
の
昇
任
、
少
し
よ
う

目さ
か
んか
ら
大だ
い

目さ
か
んへ
の
昇
任
な
ど
、
同
一
官
司
内
で
の

複
数
の
人
事
異
動
は
、
任
官
を
通
達
す
る
文
書
を
一
枚
に
ま
と
め
よ
〈
大だ
ざ
い
ふ

宰
府
の

監げ
ん

・
典さ
か
んや

諸
国
の
郡ぐ
ん

領り
よ
うも

こ
れ
に
準
じ
る
〉。

20
二
員
秩
満
条

﹇
条
文
概
要
﹈

二
人
の
国
司
が
同
時
に
交
替
す
る
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
主さ
か
ん典
以
上
の
定
員
が
二
人
の
官
職
で
、
同
じ
年
に
任
期
が
満
了
し
て
交
替

す
る
場
合
は
、
赴
任
し
た
時
期
の
順
番
に
応
じ
て
交
替
せ
よ
。
も
し
前
任
の
二
人

が
同
じ
日
に
赴
任
し
て
い
た
場
合
は
、
下
位
の
者
が
先
に
交
替
せ
よ
。
鋳じ
ゆ
せ
ん銭
司し

や

大だ
ざ
い
ふ

宰
府
・
鎮ち
ん
じ
ゆ守

府ふ

も
こ
れ
に
準
じ
る
こ
と
と
せ
よ
。

21
京
官
遷
畿
内
条

﹇
条
文
概
要
﹈

中
央
官
司
か
ら
畿
内
諸
国
に
異
動
す
る
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
官
司
か
ら
畿
内
の
国
司
に
異
動
す
る
人
は
、
異
動
前
の
官
職
の
交
替
事
務
完
了

証
明
書
を
提
出
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
ひ
と
ま
ず
赴
任
を
許
可
せ
よ
。〈
近
江
・

丹
波
も
こ
れ
に
準
じ
る
。〉

22
遷
任
条

﹇
条
文
概
要
﹈

国
司
等
が
他
国
に
異
動
す
る
際
の
交
替
事
務
完
了
証
明
書
の
提
出
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸し
よ
こ
く国

が
運
用
す
る
給
与
財
源
の
配
分
に
あ
ず
か
る
官
人
が
他
の
国
に
異
動
に
な
る
場

合
、
異
動
前
の
国
で
の
引
き
継
ぎ
が
完
了
し
て
い
な
く
と
も
、
そ
の
ま
ま
任
地
に
派

遣
せ
よ
。
も
し
期
限
を
過
ぎ
て
も
交
替
事
務
完
了
証
明
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
、
担

当
官
司
は
解
任
す
べ
き
旨
の
文
書
を
提
出
せ
よ
。
た
だ
し
最
高
責
任
者
は
引
き
継
ぎ

が
完
了
し
て
か
ら
交
替
完
了
証
明
書
を
提
出
し
、
そ
の
後
に
任
官
を
通
達
す
る
文
書

を
与
え
て
赴
任
を
許
可
せ
よ
。

23
遙
授
兼
任
条

﹇
条
文
概
要
﹈

国
司
の
異
動
手
続
き
を
早
急
に
処
理
す
べ
き
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
が
運
用
す
る
給
与
財
源
の
配
分
に
あ
ず
か
る
官
人
で
、
現
地
に
赴
任
し
な
い

者
、
中
央
の
官
職
を
兼
任
し
て
い
る
者
が
、
他
の
国
や
中
央
の
官
職
に
異
動
す
る
場

合
、
速
や
か
に
太
政
官
が
文
書
を
下
達
し
、
異
動
前
の
国
司
の
任
を
解
け
。

24
権
一
分
相
譲
条

﹇
条
文
概
要
﹈

下
級
国
司
の
交
替
の
際
に
任
官
通
達
文
書
に
残
り
の
任
期
を
記
す
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
権
ご
ん
の

史し

生し
よ
う・

博は
か
せ士

・
医く
す
し師

で
、
任
期
の
途
中
に
異
動
し
た
り
、
他
人
か
ら
官
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職
を
譲
り
う
け
て
交
替
す
る
場
合
は
、
任
官
を
通
達
す
る
文
書
に
残
り
の
任
期
を
記

せ
。

25
受
業
解
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
の
博
士
・
医
師
の
任
官
関
連
文
書
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

正
規
の
試
験
や
推
薦
を
経
て
諸
国
の
博は
か
せ士
・
医く
す
し師
に
任
命
す
る
際
の
式
部
省
の
提
出

文
書
お
よ
び
任
官
通
達
文
書
に
は
、
名
前
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
専
攻
科
目
を
記
せ
。

26
籤
符
印
条

﹇
条
文
概
要
﹈

下
級
国
司
の
任
官
通
達
文
書
の
押
印
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
史し

生し
よ
う・

博は
か
せ士

・
医く
す
し師

の
任
官
を
通
達
す
る
文
書
は
、
外げ

記き

が
官
人
名
簿
と

照
合
し
て
明
確
に
任
命
の
事
実
を
確
認
し
、
そ
の
上
で
押
印
を
請
求
せ
よ
。

27
改
印
条

﹇
条
文
概
要
﹈

天
皇
御
璽
を
押
し
た
文
書
を
訂
正
す
る
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天て
ん

皇の
う

御ぎ
よ

璽じ

を
押
印
し
た
公
文
書
に
、
も
し
誤
脱
が
あ
り
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
、
少
納
言
は
上
司
に
報
告
し
て
か
ら
再
度
の
押
印
の
請
求
を
天
皇
に
奏
上

せ
よ
。

28
毀
内
印
条

﹇
条
文
概
要
﹈

天
皇
御
璽
な
い
し
太
政
官
印
を
押
印
し
た
太
政
官
発
給
の
通
達
書
を
破
棄
す
る
場
合

の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天て
ん

皇の
う

御ぎ
よ

璽じ

を
押
印
し
た
太
政
官
発
給
の
通
達
書
を
破
棄
す
る
際
に
は
、
破
棄
を
申

請
す
る
旨
を
記
し
た
部
分
の
下
に
、
破
棄
す
る
理
由
を
記
せ
〈
太
政
官
印
を
押
印
し

た
太
政
官
発
給
の
通
達
書
を
破
棄
す
る
場
合
も
同
様
に
す
る
〉。

29
改
造
印
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
官
司
・
諸
国
の
印
を
改
鋳
す
る
際
の
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
お
よ
び
地
方
の
諸
官
司
の
印
が
す
り
減
っ
て
し
ま
い
、
改
鋳
す
る
必
要
が
生
じ

た
場
合
は
、
鋳
造
を
命
じ
る
文
書
を
太
政
官
が
中
務
省
に
下
達
し
、
中
務
省
が
内
匠

寮
に
命
じ
て
、
見
積
も
り
を
作
成
さ
せ
よ
。
太
政
官
は
式
部
省
に
命
じ
て
書
博
士
を

招
集
し
、
中
務
省
に
派
遣
し
て
印
字
の
見
本
を
書
か
せ
よ
。
そ
の
後
少
納
言
・
中な
か

務つ
か
さ

省し
よ
うの
輔す
け
・
内た
く
み
り
よ
う

匠
寮
の
助す
け
以
上
が
監
督
し
て
鋳
造
さ
せ
、
完
成
し
た
ら
天
皇
に
進

上
し
、
弁
官
を
介
し
て
印
を
用
い
る
官
司
に
支
給
せ
よ
。

30
上
日
条

﹇
条
文
概
要
﹈

参
議
以
上
お
よ
び
太
政
官
職
員
の
出
勤
日
数
等
の
報
告
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

毎
月
末
日
に
、
太
政
官
は
参
議
以
上
の
出
勤
日
数
を
記
録
し
、
少
納
言
が
翌
月
一
日

に
天
皇
に
報
告
せ
よ
。
ま
た
、
参
議
以
上
お
よ
び
少
納
言
の
出
勤
日
数
を
記
録
し
て

弁
官
に
送
り
、
弁
官
が
弁
官
局
の
官
人
の
出
勤
日
数
と
統
合
し
て
文
書
を
作
成
し
、

二
日
に
式
部
省
に
通
達
せ
よ
。
そ
の
他
の
勤
務
評
定
・
職
位
給
・
馬
の
飼
育
手
当
て

も
同
様
の
手
順
で
通
達
せ
よ
。
中
務
省
に
門
の
通
行
を
許
可
し
た
者
の
名
簿
や
衣
替
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え
手
当
て
に
関
す
る
文
書
を
通
達
す
る
際
の
手
続
き
も
こ
れ
に
準
じ
る
こ
と
と
せ

よ
。

31
史
生
解
由
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
官
人
の
交
替
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

少
納
言
配
下
の
史し

生し
よ
う

以
上
の
官
人
の
解
任
・
異
動
な
ど
に
伴
い
、
交
替
完
了
証
明

書
を
発
行
す
る
際
に
は
、
事
前
に
草
案
を
作
成
し
、
少
納
言
と
外げ

記き

が
全
員
署
名
し
、

原
本
と
と
も
に
弁
官
に
送
付
し
、
式
部
省
に
通
達
す
る
文
書
を
作
成
さ
せ
よ
。
左
右

弁
官
局
の
史
生
以
上
も
こ
れ
に
準
じ
る
こ
と
と
せ
よ
。
た
だ
し
公
卿
は
こ
の
限
り
で

は
な
い
。

32
解
由
程
限
条

﹇
条
文
概
要
﹈

官
人
の
引
き
継
ぎ
文
書
の
提
出
部
数
と
提
出
期
限
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
・
地
方
の
諸
官
司
の
官
人
の
交
替
完
了
証
明
書
は
、
す
べ
て
二
通
に
し
て
提
出

さ
せ
よ
。
そ
の
提
出
期
限
は
、
最
高
責
任
者
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
者
そ
れ
ぞ
れ
の
引

き
継
ぎ
の
期
限
に
準
拠
せ
よ
。
弁
官
に
よ
る
公
卿
へ
の
報
告
が
終
わ
っ
た
ら
た
だ
ち

に
式
部
省
お
よ
び
勘
解
由
使
に
転
送
せ
よ
。
も
し
二
通
に
し
て
提
出
し
な
か
っ
た
場

合
は
返
却
し
、
式
部
省
・
勘
解
由
使
に
転
送
し
て
は
な
ら
な
い
〈
諸
国
の
講
師
・
読

師
、
諸
寺
の
別
当
・
僧
官
の
交
替
完
了
証
明
書
も
こ
れ
に
準
拠
す
る
〉。

33
押
署
条

﹇
条
文
概
要
﹈

下
級
官
司
の
引
き
継
ぎ
文
書
に
上
級
官
司
が
署
名
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

管
轄
下
の
下
級
官
司
の
交
替
完
了
証
明
書
、
お
よ
び
交
替
完
了
証
明
書
の
未
発
行
事

由
の
報
告
書
は
、
管
轄
す
る
上
級
官
司
が
署
名
し
た
上
で
提
出
せ
よ
〈
大だ

宰ざ
い

府ふ

管

轄
内
の
諸
国
、
陸
奥
国
の
鎮ち
ん

守じ
ゆ

府ふ

、
諸
国
の
講
師
・
読
師
も
こ
れ
に
準
拠
す
る
〉。

34
雑
米
未
進
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
の
進
納
米
に
未
納
が
あ
る
場
合
の
交
替
完
了
証
明
書
の
扱
い
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
が
進
上
す
べ
き
様
々
な
米
の
未
納
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
最
高
責
任
者

の
交
替
完
了
証
明
書
を
返
却
し
、
納
入
が
完
了
し
た
旨
を
確
認
し
て
か
ら
式
部
省
・

勘
解
由
使
に
転
送
さ
せ
よ
。

35
交
替
延
期
条

﹇
条
文
概
要
﹈

官
人
の
引
き
継
ぎ
事
務
の
延
期
を
申
請
す
る
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
官
司
お
よ
び
諸
国
の
官
人
の
交
替
事
務
の
延
期
申
請
書
は
、
前
任
者
と
後
任
者
が

共
に
署
名
し
た
上
で
提
出
せ
よ
。
弁
官
は
公
卿
へ
の
報
告
が
終
わ
っ
た
ら
式
部
省
に

転
送
せ
よ
〈
武
官
の
場
合
は
兵
部
省
に
転
送
す
る
〉。
一
度
だ
け
延
期
を
許
可
し
、

再
度
の
延
期
申
請
は
認
め
な
い
。

36
還
替
条

﹇
条
文
概
要
﹈

引
き
継
ぎ
期
限
の
延
長
に
よ
る
給
与
支
給
の
方
法
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

官
職
を
異
動
す
る
四
位
・
五
位
の
者
が
交
替
の
延
期
を
申
請
し
た
こ
と
に
よ
り
、
四
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位
・
五
位
特
別
手
当
て
を
支
給
す
る
期
限
ま
で
交
替
事
務
が
延
長
さ
れ
た
場
合
は
、

そ
の
年
の
分
を
支
給
し
な
い
。

37
未
勘
知
条

﹇
条
文
概
要
﹈

最
高
責
任
者
以
外
の
官
人
の
引
き
継
ぎ
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
・
地
方
の
諸
官
司
の
最
高
責
任
者
以
外
の
者
は
、
新
た
に
着
任
し
た
後
、
引
き

継
ぎ
が
完
了
す
る
前
に
、
原
則
と
し
て
「
未
確
認
」
と
注
記
し
て
引
き
継
ぎ
関
連
書

類
を
提
出
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
着
任
の
段
階
で
、
次
の
異
動
先
が
決
ま
っ
て

い
る
者
が
い
て
、
そ
の
者
の
交
替
の
期
限
を
超
過
し
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
に
は
、

「
未
確
認
」
と
注
記
し
て
よ
い
。

38
遁
避
不
署
条

﹇
条
文
概
要
﹈

引
き
継
ぎ
事
務
を
滞
ら
せ
た
場
合
の
処
分
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
史し

生し
よ
う
以
上
の
官
人
が
退
任
し
た
後
、
交
替
完
了
証
明
書
を
出
せ
る
か
ど
う

か
が
確
定
し
な
い
う
ち
に
そ
の
地
を
離
れ
た
り
、
交
替
完
了
証
明
書
の
未
発
行
事
由

の
報
告
書
へ
の
署
名
を
逃
れ
よ
う
と
し
た
場
合
は
、
公
務
を
滞
ら
せ
た
と
し
て
処
罰

せ
よ
。
署
名
の
な
い
文
書
は
そ
の
ま
ま
担
当
官
司
に
送
付
し
て
審
査
結
果
を
上
奏
さ

せ
、
そ
れ
以
後
は
前
任
者
の
申
し
立
て
を
認
め
な
い
こ
と
と
せ
よ
。
も
し
後
任
者
が

前
任
者
の
言
い
分
を
、
交
替
完
了
証
明
書
の
未
発
行
事
由
の
報
告
書
に
記
載
せ
ず
、

無
駄
に
時
間
を
引
き
延
ば
し
前
任
者
に
愁
訴
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
場
合

は
、
同
様
に
公
務
を
滞
ら
せ
た
と
し
て
処
罰
し
、
給
与
を
没
収
せ
よ
〈
中
央
諸
官
司

や
諸
寺
院
も
こ
れ
に
準
じ
る
〉。

39
諸
寺
別
当
年
﨟
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
寺
院
の
僧
職
な
ど
の
任
用
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
寺
院
の
別
当
・
鎮
・
三
綱
と
い
っ
た
僧
官
や
定
員
が
あ
る
学
僧
な
ど
、
太
政
官
符

に
よ
っ
て
任
用
す
る
者
は
、
ま
ず
担
当
官
司
に
年
齢
や
授
戒
後
の
年
数
を
調
べ
さ

せ
、
そ
の
後
で
太
政
官
符
を
作
成
せ
よ
。
諸
国
の
講
師
・
読
師
で
宣
旨
に
よ
っ
て
任

用
す
る
僧
官
も
同
様
に
せ
よ
。

40
惣
用
帳
条

﹇
条
文
概
要
﹈

四
天
王
寺
・
東
寺
・
西
寺
・
梵
釈
寺
の
支
出
帳
簿
の
照
合
作
業
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

四し

天て
ん

王の
う

寺じ

・
東と
う

寺じ

・
西さ
い

寺じ

・
梵ぼ
ん

釈し
や
く

寺じ

の
支
出
簿
は
、
僧
官
の
役
所
に
送
付
す
る
の

を
や
め
、
弁
官
局
に
提
出
せ
よ
・
文
書
管
理
部
局
の
担
当
の
史し

生し
よ
うが

確
認
・
署
名
し
、

担
当
責
任
者
の
史し

が
も
う
一
度
確
認
し
た
後
に
署
名
せ
よ
。
帳
簿
が
提
出
さ
れ
た
ら

速
や
か
に
照
合
作
業
を
行
え
。
も
し
怠
り
が
あ
っ
て
帳
簿
を
提
出
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
寺
を
詰
問
せ
よ
。

41
宿
直
条

﹇
条
文
概
要
﹈

中
央
諸
官
司
に
昼
夜
交
代
で
勤
務
す
る
者
の
名
簿
を
弁
官
に
提
出
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
は
、
毎
日
昼
夜
交
代
で
勤
務
さ
せ
、
勤
務
し
た
者
の
名
簿
を
作
成
し
て

弁
官
に
提
出
せ
よ
。
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42
日
蝕
条

﹇
条
文
概
要
﹈

日
蝕
が
あ
る
際
の
諸
官
司
へ
の
通
達
方
法
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

日
蝕
は
陰
陽
寮
が
事
前
に
中
務
省
に
通
知
し
、
中
務
省
が
文
書
を
作
成
し
て
太
政
官

に
通
知
せ
よ
。
少
納
言
が
奏
上
し
た
後
、
太
政
官
は
各
官
司
に
通
知
せ
よ
。

43
国
忌
条

﹇
条
文
概
要
﹈

天
皇
等
の
命
日
に
行
う
法
事
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

特
定
の
天
皇
等
の
命
日
に
行
う
法
事
は
、
治
部
省
が
あ
ら
か
じ
め
そ
の
日
程
お
よ
び

治
部
省
・
玄
蕃
寮
の
担
当
の
官
人
の
名
を
記
録
し
て
太
政
官
に
通
知
せ
よ
。
前
日
に

少
納
言
が
上
奏
せ
よ
。
中
央
諸
官
司
は
所
定
の
寺
院
に
赴
い
て
法
事
に
出
席
せ
よ

〈
詳
細
は
式
部
式
・
治
部
式
を
参
照
〉。
た
だ
し
東と
う

寺じ

・
西さ
い

寺じ

に
は
参
議
以
上
お
よ
び

弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

そ
れ
ぞ
れ
一
人
と
太
政
官
の
史し

生し
よ
う・

官か

掌じ
よ
うそ

れ
ぞ
れ
一
人
が
赴
け
。

44
附
駅
条

﹇
条
文
概
要
﹈

地
方
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
文
書
の
受
理
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

地
方
官
が
駅
か
ら
駅
へ
順
に
送
っ
て
き
た
文
書
が
到
着
し
た
ら
、
太
政
官
は
封
を
し

た
函
の
上
に
付
さ
れ
た
題
を
確
認
せ
よ
。「
奏
」
と
い
う
字
が
記
さ
れ
て
い
る
場
合

は
ま
ず
大
臣
に
報
告
し
、
そ
の
後
上
奏
せ
よ
。「
解
」
と
い
う
字
が
記
さ
れ
て
い
る

場
合
は
そ
の
ま
ま
大
臣
に
提
出
せ
よ
。

45
差
使
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
に
派
遣
す
る
使
者
の
選
定
と
帰
朝
報
告
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

使
者
を
選
定
し
諸
国
に
派
遣
す
る
場
合
に
は
、
事
前
に
太
政
官
が
書
類
を
作
成
し
て

天
皇
に
上
奏
せ
よ
。
重
大
な
事
案
は
そ
の
つ
ど
天
皇
の
意
志
を
う
か
が
っ
て
使
者
を

選
定
せ
よ
。
中
程
度
の
事
案
は
大
臣
が
使
者
を
選
定
し
て
奏
上
せ
よ
。
重
要
度
の
低

い
事
案
は
弁
官
が
式
部
省
に
命
じ
て
選
定
さ
せ
、
式
部
省
は
選
定
し
た
人
物
の
名
を

記
録
し
、
弁
官
を
経
ず
直
接
大
臣
に
報
告
せ
よ
。
そ
の
後
、
名
簿
を
太
政
官
に
送
り
、

写
し
を
一
部
作
成
し
て
弁
官
に
送
り
、
使
者
を
出
発
さ
せ
よ
。
そ
の
使
者
が
帰
還
し

て
任
務
の
結
果
を
太
政
官
に
報
告
す
る
際
に
は
、
ま
ず
書
類
を
作
成
し
て
弁
官
に
報

告
せ
よ
。
そ
の
後
、
弁べ
ん・

史し

が
引
率
し
て
所
定
の
場
所
に
着
き
、
日
常
政
務
に
先
立
っ

て
使
者
に
よ
る
報
告
を
行
い
、
報
告
終
了
後
使
者
は
た
だ
ち
に
退
出
し
、
そ
の
後
に

弁
・
史
に
よ
る
日
常
の
政
務
報
告
を
行
え
。

46
遣
和
泉
使
条

﹇
条
文
概
要
﹈

和
泉
国
に
派
遣
す
る
使
者
に
駅
鈴
を
与
え
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

和
泉
国
に
派
遣
す
る
使
者
に
は
、
畿
外
の
国
と
同
様
に
駅え
き
鈴れ
い
を
与
え
よ
。

47
遣
諸
国
使
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
に
派
遣
す
る
使
者
の
出
発
が
滞
っ
た
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
に
派
遣
す
る
使
者
に
つ
い
て
、
式
部
省
が
選
定
し
て
太
政
官
に
報
告
し
た
後
、

も
し
出
発
が
滞
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
弁
官
が
催
促
し
て
出
発
さ
せ
よ
。
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48
賑
給
百
姓
条

﹇
条
文
概
要
﹈

困
窮
者
へ
の
物
資
の
給
付
を
行
う
際
の
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
が
困
窮
者
へ
の
物
資
の
給
付
を
行
う
こ
と
を
申
請
す
る
際
に
は
、
対
象
と
な
る

人
々
の
名
簿
を
作
成
し
て
提
出
せ
よ
。
名
簿
を
添
付
せ
ず
に
た
だ
給
付
を
行
う
旨
の

み
を
報
告
し
て
は
な
ら
な
い
。

49
賑
給
使
条

﹇
条
文
概
要
﹈

困
窮
者
へ
の
物
資
の
給
付
を
確
認
す
る
た
め
の
使
者
の
派
遣
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

困
窮
者
へ
の
物
資
の
給
付
を
確
認
す
る
た
め
の
使
者
を
派
遣
す
る
際
に
は
、
諸
国
か

ら
の
申
請
文
書
を
上
奏
し
、
そ
の
後
式
部
省
に
命
じ
て
二
日
以
内
に
使
者
の
選
定
に

関
す
る
文
書
を
提
出
さ
せ
、
同
日
に
弁
官
が
文
書
を
作
成
し
て
押
印
を
請
求
せ
よ
。

そ
の
後
五
日
以
内
に
使
者
は
出
発
せ
よ
。
も
し
出
発
が
遅
れ
た
ら
、
事
情
を
把
握
し

た
上
で
取
り
調
べ
処
分
せ
よ
。
そ
の
他
の
臨
時
に
派
遣
す
る
使
者
も
同
様
に
せ
よ
。

50
未
納
条

﹇
条
文
概
要
﹈

大
規
模
な
不
作
に
よ
る
貸
与
し
た
稲
の
返
納
免
除
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
が
災
害
に
よ
る
大
規
模
な
不
作
に
よ
り
、
今
年
貸
与
し
た
正
し
よ
う

税ぜ
い
・
雑ざ
つ

稲と
う
の
未

納
の
免
除
を
申
請
す
る
場
合
、
申
請
可
能
な
未
納
額
は
不
作
田
数
一
〇
〇
〇
町
に
対

し
五
万
束
以
下
と
し
、
奏
上
し
裁
定
を
経
た
後
に
文
書
を
作
成
し
て
そ
の
国
に
通
達

せ
よ
。

51
蕃
客
条

﹇
条
文
概
要
﹈

外
交
使
節
の
入
朝
に
伴
い
外
交
担
当
者
を
任
命
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

外
交
使
節
が
入
朝
し
た
際
に
は
、
都
か
ら
行
っ
て
対
応
す
る
使
者
、
外
交
使
節
に
付

き
添
い
接
待
を
す
る
使
者
、
帰
国
す
る
外
交
使
節
を
送
る
使
者
そ
れ
ぞ
れ
二
人
、
随

行
す
る
使
者
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
通
訳
一
人
を
任
命
せ
よ
〈
外
交
使
節
を
都
に
迎
え
入

れ
る
場
合
は
、
来
着
地
で
対
応
し
た
者
が
京
ま
で
の
接
待
役
を
兼
務
す
る
〉。
ま
た

事
前
に
、
都
で
出
迎
え
る
使
者
、
天
皇
か
ら
の
慰
労
の
意
を
伝
え
る
使
者
、
都
の
迎

賓
館
に
到
着
し
た
外
交
使
節
を
見
舞
う
使
者
、
衣
服
を
与
え
る
使
者
そ
れ
ぞ
れ
一

人
、
歓
迎
の
饗
宴
で
宣せ
ん

命み
よ
うを

読
み
あ
げ
る
使
者
、
食
事
の
配
膳
を
す
る
者
そ
れ
ぞ

れ
二
人
〈
豊ぶ

楽ら
く

院い
ん

で
の
饗
宴
に
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
朝
集
堂
で
の
饗
宴
に
そ
れ
ぞ
れ

一
人
〉、
帰
国
時
に
天
皇
か
ら
の
外
交
文
書
を
渡
す
者
、
太
政
官
か
ら
の
外
交
文
書

を
渡
す
者
そ
れ
ぞ
れ
二
人
〈
史し

一
人
が
、
太
政
官
か
ら
の
外
交
文
書
を
渡
す
者
に
随

行
し
て
迎
賓
館
に
行
く
〉
を
選
定
せ
よ
。

52
報
書
条

﹇
条
文
概
要
﹈

使
者
の
報
告
書
の
様
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
帰
還
後
の
報
告
書
を
提
出
す
る
際
に
は
、
み
な
解げ

の
様
式

で
作
成
せ
よ
。

53
出
納
条

﹇
条
文
概
要
﹈

官
司
に
保
管
さ
れ
て
い
る
物
品
の
出
納
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈
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国
庫
に
保
管
す
る
物
品
の
出
納
は
、
保
管
担
当
の
官
司
が
出
納
当
日
に
弁
官
に
連
絡

し
、
弁
官
お
よ
び
中
務
省
・
監
物
・
民
部
省
・
主
計
寮
が
保
管
担
当
官
司
と
共
同
で

出
納
を
実
検
せ
よ
。
大
蔵
省
の
絹
・
真
綿
・
糸
・
麻
布
な
ど
の
物
品
は
、
五
位
以
上

の
者
が
立
ち
会
っ
て
実
検
し
、
出
納
記
録
に
共
同
で
署
名
せ
よ
〈
も
し
五
位
以
上
の

者
が
立
ち
会
え
な
い
場
合
に
は
、
ま
ず
そ
の
理
由
を
申
告
し
、
そ
の
後
六
位
以
下
の

者
を
代
理
の
立
会
人
と
す
る
〉。
そ
れ
以
外
の
物
品
お
よ
び
大
蔵
省
以
外
の
官
司
の

保
管
物
は
、
史し

お
よ
び
主さ
か
ん典

以
上
の
者
が
出
納
せ
よ
。

54
登
庫
検
校
条

﹇
条
文
概
要
﹈

弁
官
に
よ
る
出
納
検
査
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

絹
・
糸
・
真
綿
・
麻
布
の
出
納
の
検
査
で
は
、
五
位
以
上
の
弁
官
が
一
〇
日
ご
と
に

保
管
庫
に
入
り
実
検
せ
よ
。
も
し
収
納
品
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
出
納
担
当
の

諸
官
司
の
責
任
を
追
及
せ
よ
。

55
雑
物
下
符
条

﹇
条
文
概
要
﹈

保
管
担
当
官
司
か
ら
の
出
用
を
命
じ
る
文
書
の
変
更
等
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天
皇
の
た
め
に
日
常
的
な
い
し
臨
時
に
使
用
す
る
物
品
、
お
よ
び
中
央
諸
官
司
、
皇

族
・
貴
族
の
家
に
支
給
す
る
様
々
な
物
品
は
、
支
給
の
許
可
を
与
え
る
文
書
を
下
達

し
た
後
、
も
し
現
物
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
代
価
に
応
じ
た
銭
を
支
給
せ
よ
。
ま
た
、

例
え
ば
出
給
元
を
官
司
甲
か
ら
官
司
乙
に
変
更
す
る
、
あ
る
い
は
中
央
財
源
か
ら
地

方
財
源
に
変
更
す
る
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
弁
官
が
す
ぐ
に
元
々
の
文
書
を
返

上
さ
せ
、
変
更
の
旨
と
年
月
日
を
注
記
し
、
史し

の
名
前
を
書
い
て
た
だ
ち
に
新
し
い

出
給
元
に
下
達
せ
よ
。

56
社
寺
借
物
条

﹇
条
文
概
要
﹈

寺
社
が
庫
物
を
請
求
し
た
際
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

神
社
・
寺
院
が
国
庫
の
物
品
を
借
用
し
た
い
と
請
求
し
て
も
、
た
や
す
く
許
可
し
て

は
な
ら
な
い
。
も
し
遺
漏
が
あ
れ
ば
、
文
書
を
担
当
官
司
に
下
達
し
て
取
り
消
せ
。

57
諸
司
当
色
条

﹇
条
文
概
要
﹈

行
事
用
の
衣
服
を
出
給
す
る
官
司
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
官
司
の
行
事
用
の
衣
服
は
、
七
位
以
上
の
者
に
対
し
て
は
内
蔵
寮
が
出
給
し
、
八

位
以
下
の
者
に
対
し
て
は
大
蔵
省
が
出
給
せ
よ
。

58
進
薪
条

﹇
条
文
概
要
﹈

正
月
十
五
日
に
官
人
が
薪
を
納
入
す
る
際
の
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

大
臣
以
下
の
太
政
官
の
官
人
が
納
め
る
べ
き
薪
の
数
は
、
正
月
十
五
日
に
式
部
省
に

通
達
せ
よ
。
弁べ
ん
・
史し

お
よ
び
左
右
史し

生し
よ
う・
官か

掌じ
よ
うそ
れ
ぞ
れ
一
人
が
宮
内
省
に
赴
き
、

式
部
省
・
兵
部
省
お
よ
び
宮
内
省
の
官
人
と
と
も
に
、
諸
官
司
ご
と
に
納
入
す
べ
き

薪
の
数
量
を
検
査
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
納
入
の
儀
式
が
終
わ
り
諸
官

司
が
帰
っ
た
後
、
式
部
省
・
兵
部
省
は
全
体
の
目
録
を
作
成
し
、
弁
官
に
提
出
せ
よ
。

59
拝
除
条

﹇
条
文
概
要
﹈

国
司
の
欠
員
の
把
握
と
任
命
手
続
き
に
関
す
る
規
定
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﹇
現
代
語
訳
﹈

国
司
の
任
期
満
了
に
つ
い
て
は
、
式
部
省
が
任
期
満
了
者
を
整
理
し
た
帳
簿
を
作
成

し
、
正
月
一
日
に
太
政
官
に
提
出
せ
よ
。
外げ

記き

が
再
確
認
し
た
上
で
大
臣
に
提
出

し
、
奏
上
し
て
任
命
を
行
え
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
任
期
満
了
以
外
の
解
任

に
よ
る
欠
員
に
つ
い
て
は
、
そ
の
つ
ど
奏
上
し
て
任
命
せ
よ
。

60
召
使
任
官
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
下
級
官
人
を
諸
国
主
典
に
任
命
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

太
政
官
お
よ
び
左
右
弁
官
の
史し

生し
よ
う・

召め
し

使つ
か
いは

、
毎
年
一
人
を
諸
国
の
主さ
か
ん典

に
任
命

せ
よ
〈
召
使
は
五
畿
内
・
志
摩
・
伊
豆
・
飛
騨
・
佐
渡
・
隠
岐
・
淡
路
の
一
一
国
の

い
ず
れ
か
に
任
命
す
る
〉。
勤
続
の
実
績
に
基
づ
い
て
任
命
す
る
際
に
は
、
勤
続
年

数
で
は
な
く
出
勤
日
数
を
基
準
と
せ
よ
。

61
三
省
史
生
条

﹇
条
文
概
要
﹈

三
省
の
史
生
を
諸
国
の
主
典
に
任
命
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

式
部
省
・
民
部
省
・
兵
部
省
の
史し

生し
よ
うは

、
毎
年
一
人
を
諸
国
の
目さ
か
んに

任
命
せ
よ
。

62
内
記
史
生
条

﹇
条
文
概
要
﹈

勤
続
一
〇
年
の
内
記
史
生
を
諸
国
の
主
典
に
任
命
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

内な
い

記き

の
史し

生し
よ
うで
勤
続
年
数
が
一
〇
年
に
な
る
者
は
、
太
政
官
の
史
生
に
準
じ
て
諸

国
の
目さ
か
んに

任
命
せ
よ
。

63
鎮
守
権
任
条

﹇
条
文
概
要
﹈

鎮
守
府
の
定
員
外
の
官
人
の
任
命
書
類
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

鎮ち
ん

守じ
ゆ

府ふ

の
定
員
外
の
官
人
の
任
命
を
通
達
す
る
文
書
に
は
、
誰
と
交
替
す
る
の
か
、

そ
の
人
の
姓
名
を
注
記
せ
よ
。

64
祈
年
班
幣
条

﹇
条
文
概
要
﹈

祈
年
祭
で
神
祇
官
に
集
ま
る
官
人
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

二
月
四
日
の
祈き

年ね
ん

祭さ
い

で
神
前
へ
の
捧
げ
物
を
配
り
与
え
る
際
に
は
、
大
臣
と
参
議

以
上
の
者
は
神
祇
官
の
庁
舎
に
集
ま
れ
。
弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

そ
れ
ぞ
れ
一
人
お
よ
び
中

央
諸
官
司
の
五
位
以
上
・
六
位
以
下
は
そ
れ
ぞ
れ
一
人
が
集
合
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式

書
を
参
照
〉。

65
春
日
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

春
日
祭
の
日
程
と
参
加
者
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

春か
す

日が

祭さ
い

は
、
二
月
・
十
一
月
の
最
初
の
申さ
る

の
日
に
、
参
議
以
上
は
参
集
せ
よ
〈
詳

細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

66
大
原
野
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

大
原
野
祭
の
日
程
と
参
加
者
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈
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大お
お

原は
ら

野の

祭さ
い
は
、
春
は
二
月
の
最
初
の
卯う

の
日
、
冬
は
十
一
月
の
二
番
目
の
子ね

の
日

に
、
参
議
以
上
は
参
集
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

67
薗
韓
神
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

園
・
韓
神
祭
の
日
程
と
参
加
者
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

園そ
の

・
韓か
ら

神か
み

祭さ
い

は
、
二
月
は
春か
す

日が

祭さ
い

の
後
の
丑う
し

の
日
に
、
十
一
月
は
新し
ん

嘗じ
よ
う

会え

の
前
の

丑
の
日
に
、
参
議
以
上
の
う
ち
一
人
が
参
加
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

68
祭
所
行
事
条

﹇
条
文
概
要
﹈

各
祭
に
太
政
官
の
官
人
が
赴
き
職
務
を
担
当
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

春か
す

日が

祭さ
い

、
大
原
野
祭
、
園そ
の

・
韓か
ら

神か
み

祭さ
い

、
平ひ
ら

野の

祭さ
い

は
、
弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

・
史し
し
ょ
う生

・
左

右
史
生
・
官か

掌じ
よ
うそ

れ
ぞ
れ
一
人
が
現
地
に
行
っ
て
職
務
を
担
当
せ
よ
。

69
大
忌
風
神
条

﹇
条
文
概
要
﹈

大
忌
祭
・
風
神
祭
の
日
程
と
祭
使
選
定
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

大お
お

忌い
み

祭さ
い

・
風ふ
う

神じ
ん

祭さ
い

は
、
四
月
・
七
月
の
四
日
に
行
え
。
式
部
省
は
四
月
・
七
月
の

一
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社や
し
ろご

と
に
皇
族
の
五
位
以
上
と
臣
下
の
五
位
以
上
の
者
を
そ

れ
ぞ
れ
一
人
ず
つ
祭
使
に
選
定
し
、
弁
官
に
報
告
せ
よ
。
弁
官
は
大
和
国
に
通
知
せ

よ
〈
詳
細
は
神
祇
式
を
参
照
〉。

70
松
尾
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

松
尾
祭
の
日
程
と
奉
仕
す
る
官
人
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

松ま
つ

尾の
お

祭さ
い

は
、
四
月
の
最
初
の
申さ
る

の
日
に
、
弁べ
ん

・
史し

お
よ
び
左
右
史し

生し
よ
う・

官か

掌じ
よ
うそ

れ

ぞ
れ
一
人
が
赴
き
職
務
を
担
当
せ
よ
。
神
前
へ
の
捧
げ
物
は
、
神
祇
官
が
大
蔵
省
か

ら
受
け
取
っ
て
供
え
よ
。
そ
の
他
の
担
当
官
司
も
同
様
に
奉
仕
せ
よ
。

71
平
野
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

平
野
祭
の
日
程
等
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

平ひ
ら

野の

祭さ
い

は
、
四
月
・
十
一
月
の
最
初
の
申さ
る

の
日
に
、
参
議
以
上
は
参
集
せ
よ
。
皇

太
子
が
行
く
場
合
に
は
自
ら
神
前
に
進
ん
で
神
へ
の
供
え
物
を
奉
る
こ
と
と
せ
よ

〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

72
賀
茂
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

賀
茂
祭
の
日
程
お
よ
び
準
備
等
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

賀か

茂も

二
社
の
祭
は
、
四
月
の
二
番
目
の
申さ
る

・
酉と
り

の
日
に
行
え
〈
斎
王
が
向
か
う
に
あ

た
っ
て
は
、
史し

一
人
、
左
右
史し

生し
よ
うそ

れ
ぞ
れ
一
人
、
官か

掌じ
よ
う

一
人
が
現
地
に
行
き
、

準
備
を
点
検
す
る
〉。
山
城
国
司
は
事
前
に
祭
の
日
程
を
太
政
官
に
通
知
せ
よ
。
天

皇
の
使
者
を
選
定
し
て
神
前
へ
の
供
え
物
を
奉
ら
せ
よ
。
ま
た
、
競
馬
を
行
え
〈
詳

細
は
内
蔵
式
お
よ
び
左
右
馬
式
を
参
照
〉。
一
日
前
に
大
臣
が
紫し

宸し
ん

殿で
ん

上
に
伺
候
し
、

諸
衛
府
の
次
官
以
上
を
紫
宸
殿
の
前
庭
に
招
集
し
、
内
裏
の
警
備
を
命
じ
よ
。
後
日

警
備
を
解
除
す
る
際
も
同
様
に
せ
よ
〈
こ
れ
ら
の
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
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73
御
体
卜
条

﹇
条
文
概
要
﹈

天
皇
の
安
否
を
占
う
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天
皇
の
身
体
に
対
す
る
祟
り
の
有
無
に
つ
い
て
の
占
い
は
、
神
祇
官
の
中な
か

臣と
み

が
卜う
ら

部べ

を
率
い
て
、
六
月
・
十
二
月
の
一
日
か
ら
開
始
し
、
九
日
に
終
了
し
、
十
日
に
結
果

を
奏
上
せ
よ
〈
神
祇
官
は
、
土
木
工
事
の
有
無
を
諸
官
司
に
申
告
さ
せ
る
よ
う
、
あ

ら
か
じ
め
太
政
官
に
申
請
し
、
太
政
官
は
諸
官
司
を
招
集
し
こ
の
こ
と
を
命
じ
る
〉。

ま
ず
外げ

記き

か
ら
大
臣
に
報
告
さ
せ
、
神
祇
官
の
次
官
も
し
く
は
三
等
官
が
、
奏
上

す
る
文
書
の
控
え
を
大
臣
に
提
出
せ
よ
。
そ
の
後
大
臣
は
紫し

宸し
ん

殿で
ん

上
の
座
に
着
き
、

中
臣
の
官
人
が
奏
上
せ
よ
〈
詳
細
は
神
祇
式
を
参
照
〉。

74
月
次
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

月
次
祭
の
日
程
お
よ
び
神
今
食
・
新
嘗
の
人
選
等
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

六
月
・
十
二
月
十
一
日
の
月つ
き

次な
み

祭さ
い
で
神
へ
の
捧
げ
物
を
配
り
与
え
る
こ
と
に
つ
い

て
、
大
臣
以
下
が
神
祇
官
に
集
合
す
る
こ
と
は
、
祈き

年ね
ん

祭さ
い
と
同
様
に
せ
よ
。
神か
ん

今い
ま

食け

お
よ
び
新に
い

嘗な
め

に
奉
仕
す
る
、
中
納
言
以
上
一
人
、
参
議
一
人
〈
も
し
中
納
言
以
上

が
占
い
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
参
議
二
人
を
定
め
る
〉
は
、
祭
の

前
日
に
外げ

記き

が
名
簿
を
作
成
し
て
神
祇
官
に
送
付
し
占
わ
せ
よ
〈
た
だ
し
親
王
は
、

中
務
省
が
名
簿
を
作
成
し
て
占
わ
せ
る
〉。
少
納
言
・
弁べ
ん

・
外
記
・
史し

・
史し

生し
よ
う・

官か

掌じ
よ
うの
選
定
も
同
様
に
せ
よ
。
次じ

侍じ

従じ
ゆ
うの
五
位
以
上
は
、
中
務
省
の
輔す
け
が
引
率
し
て

神
祇
官
に
向
か
い
占
い
に
よ
っ
て
選
定
し
、
そ
の
後
中
務
省
が
奏
上
せ
よ
。
諸
官
司

の
六
位
以
下
お
よ
び
女
孺
は
、
当
日
に
所
属
の
官
司
が
そ
れ
ぞ
れ
名
簿
を
作
成
し
て

宮
内
省
に
送
付
し
、
神
祇
官
が
占
い
に
よ
っ
て
選
定
せ
よ
〈
詳
細
は
宮
内
式
を
参

照
〉。
そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
自
宅
に
帰
っ
て
身
体
を
洗
い
清
め
、
夕
方
参
入
し
て
神
事

に
奉
仕
せ
よ
。

75
大
祓
条

﹇
条
文
概
要
﹈

六
月
・
十
二
月
の
大
祓
の
挙
行
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

六
月
・
十
二
月
末
日
に
、
宮
城
の
南
側
の
道
路
で
大お
お

祓は
ら
えを
行
う
際
に
は
、
大
臣
以
下

五
位
以
上
の
官
人
が
朱す

雀ざ
く

門も
ん
に
赴
き
〈
も
し
雨
で
ぬ
か
る
ん
で
い
る
場
合
は
、
担

当
官
司
に
命
じ
て
橋
を
朱
雀
門
の
東
の
脇
に
設
置
す
る
。
詳
細
は
式
部
式
を
参
照
〉、

弁べ
ん

・
史し

そ
れ
ぞ
れ
一
人
が
、
中
務
省
・
式
部
省
・
兵
部
省
の
官
人
を
引
率
し
て
参
加

人
数
を
大
臣
に
報
告
せ
よ
〈
太
政
官
の
官
人
の
人
数
も
記
録
し
て
式
部
省
に
渡
し
、

全
体
の
目
録
に
入
れ
る
〉。
官
人
は
男
女
と
も
に
全
員
参
集
し
て
祓
い
清
め
よ
。
臨

時
の
大お
お

祓は
ら
えも

同
様
に
行
え
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

76
伊
勢
使
条

﹇
条
文
概
要
﹈

九
月
十
一
日
に
捧
げ
物
を
伊
勢
神
宮
に
奉
る
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

九
月
十
一
日
に
天
皇
が
朝
ち
よ
う

堂ど
う

院い
ん

に
お
出
ま
し
に
な
り
、
神
へ
の
捧
げ
物
を
伊
勢
神

宮
に
奉
る
。
そ
の
使
者
は
太
政
官
が
事
前
に
五
位
以
上
の
皇
族
四
人
を
選
び
、
そ
の

中
か
ら
占
い
で
決
め
よ
〈
占
い
に
よ
っ
て
一
人
を
選
び
使
者
と
す
る
〉。
結
果
は
大

臣
が
奏
上
し
、
宣せ
ん

命み
よ
うを

使
者
と
な
っ
た
皇
族
に
授
け
、
神
祇
官
の
中な
か

臣と
み

・
忌い
ん

部べ

と

と
も
に
派
遣
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

77
鎮
魂
新
嘗
条

﹇
条
文
概
要
﹈

鎮
魂
祭
・
新
嘗
祭
の
準
備
等
に
関
す
る
規
定
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﹇
現
代
語
訳
﹈

鎮ち
ん

魂こ
ん
祭さ
い
・
新に
い

嘗な
め
祭さ
い
の
日
は
、
弁べ
ん
・
史し

が
そ
の
会
場
に
向
か
い
準
備
の
監
督
を
せ
よ
。

鎮
魂
祭
は
十
一
月
の
二
番
目
の
寅と
ら
の
日
に
宮
内
省
で
行
い
、
大
臣
以
下
が
会
場
に
赴

け
〈
中
宮
の
鎮
魂
祭
も
同
じ
。
東
宮
は
巳み

の
日
に
行
う
〉。
新
嘗
祭
は
十
一
月
の
二

番
目
の
卯う

の
日
に
行
え
。
通
常
ど
お
り
日
程
を
太
政
官
に
報
告
せ
よ
。
祭
の
当
日
は

諸
官
司
は
そ
れ
ぞ
れ
役
所
に
泊
ま
り
込
み
、
当
直
の
者
の
名
簿
を
作
成
し
て
太
政
官

に
通
知
せ
よ
。
夜
に
な
っ
た
ら
左
右
史し

生し
よ
うは

分
担
し
て
各
官
司
を
巡
検
し
、
も
し

泊
ま
り
込
み
を
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
法
に
も
と
づ
き
処
罰
せ
よ
〈
臨
時

の
行
幸
で
宿
泊
す
る
際
も
こ
れ
に
準
拠
す
る
〉。
辰た
つ
の
日
に
五
位
以
上
の
官
人
に
宴

席
を
設
け
よ
。
大
臣
が
通
常
通
り
差
配
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

78
祭
祀
日
条

﹇
条
文
概
要
﹈

祭
祀
の
日
程
の
報
告
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

祭
祀
の
日
程
は
、
担
当
官
司
が
事
前
に
太
政
官
に
申
告
し
、
斎
戒
が
始
ま
る
一
日
前

に
少
納
言
が
上
奏
せ
よ
。

79
神
事
諸
司
条

﹇
条
文
概
要
﹈

神
事
に
奉
仕
す
る
各
官
司
の
担
当
者
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

神
事
に
奉
仕
す
る
諸
官
司
は
、
そ
れ
ぞ
れ
判じ
よ
う官

一
人
が
担
当
者
に
な
り
、
常
時
監
察

せ
よ
。
担
当
者
の
名
簿
は
、
祭
の
前
月
に
弁
官
に
提
出
せ
よ
。

80
平
野
祭
見
参
条

﹇
条
文
概
要
﹈

平
野
祭
に
桓
武
天
皇
の
末
裔
・
関
連
氏
族
が
参
列
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

平ひ
ら

野の

祭さ
い
に
は
、
桓
武
天
皇
の
子
孫
の
皇
族
〈
姓
を
与
え
ら
れ
臣
下
と
な
っ
た
者
も

同
じ
〉
お
よ
び
大お
お

江え

氏し

・
和
や
ま
と

氏し

の
人
は
、
参
列
者
名
簿
に
名
を
連
ね
よ
。

81
会
参
上
日
条

﹇
条
文
概
要
﹈

春
日
祭
な
ど
の
勤
務
日
数
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

春か
す
日が

祭さ
い
、
薬や
く
師し

寺じ

最さ
い
し
よ
う
え

勝
会
、
興こ
う
福ふ
く
寺じ

維ゆ
い
摩ま

会え

に
参
列
す
る
皇
族
・
藤
原
氏
の
五
位
以

上
お
よ
び
六
位
以
下
の
官
人
は
、
当
日
の
他
に
、
往
復
の
勤
務
日
四
日
を
計
上
せ

よ
。
大
原
野
祭
に
参
列
す
る
藤
原
氏
に
は
、
勤
務
日
二
日
を
計
上
せ
よ
。
官
職
に
就

い
て
い
な
い
五
位
以
上
の
者
は
、
外げ

記き

が
参
列
者
の
名
簿
を
作
成
し
て
式
部
省
に
送

付
せ
よ
。

82
興
福
寺
条

﹇
条
文
概
要
﹈

興
福
寺
で
の
行
事
等
の
参
列
者
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

興こ
う
福ふ
く
寺じ

で
行
わ
れ
る
藤
ふ
じ
わ
ら
の原
乙お
と
牟む

漏ろ

の
忌
日
法
会
、
お
よ
び
維ゆ
い
摩ま

会え

は
、
藤
原
氏
の
五

位
以
上
の
担
当
官
人
が
、
藤
原
氏
の
中
か
ら
支
障
の
な
い
者
を
参
列
者
と
し
て
選
定

し
、
外げ

記き

に
知
ら
せ
よ
。
外
記
は
大
臣
に
申
告
し
、
そ
の
者
を
参
向
さ
せ
よ
。
行
事

終
了
後
に
参
列
者
の
名
簿
を
作
成
し
て
奏
上
せ
よ
。
も
し
参
列
し
な
か
っ
た
者
が
い

た
ら
、
式
部
省
・
兵
部
省
に
通
達
し
、
五
位
以
上
は
節
会
へ
の
参
加
を
停
止
し
、
六

位
以
下
は
職
位
給
の
支
給
を
停
止
せ
よ
。
皇
族
が
薬や
く

師し

寺じ

最さ
い
し
よ
う
え

勝
会
に
参
列
す
る
場
合

も
同
様
に
せ
よ
。
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83
外
記
史
不
列
条

﹇
条
文
概
要
﹈

特
定
の
法
会
に
お
け
る
外
記
・
史
の
着
座
方
法
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

大だ
い

極ご
く

殿で
ん

で
正
月
八
日
よ
り
十
四
日
ま
で
行
う
法
会
の
初
日
と
最
終
日
、
お
よ
び
東と
う

寺じ

・
西さ
い

寺じ

で
行
う
天
皇
等
の
忌
日
法
会
の
日
は
、
外
記
・
史
は
式
部
省
官
人
の
点
呼

を
受
け
ず
、
直
接
儀
場
に
入
り
座
に
着
け
。

84
釈
奠
条

﹇
条
文
概
要
﹈

釈
奠
の
日
程
と
参
加
者
な
ど
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

二
月
・
八
月
の
最
初
の
丁ひ
の
との

日
に
、
釈せ
き

奠て
ん

を
行
え
。
親
王
以
下
の
官
人
は
大
学
寮
に

赴
き
経
典
の
講こ
う

論ろ
ん

に
参
加
せ
よ
。
少
納
言
・
弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

は
史
生
・
左
右
弁
官
局

の
史し

生し
よ
う・

官か

掌じ
よ
うを

引
率
し
て
同
じ
く
大
学
寮
に
参
向
し
儀
式
を
監
督
せ
よ
。
講
論

が
終
わ
っ
た
ら
宴
席
を
設
け
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

85
大
嘗
祭
条

﹇
条
文
概
要
﹈

大
嘗
祭
の
儀
式
次
第
な
ど
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

（
1
）

皇
位
継
承
後
最
初
に
行
う
大だ
い

嘗じ
よ
う
祭さ
い
は
、
七
月
以
前
に
即
位
礼
を
行
っ
た
場
合
は
そ

の
年
に
、
八
月
以
後
の
場
合
は
翌
年
に
挙
行
せ
よ
〈
こ
れ
は
譲
位
の
場
合
で
あ
り
、

先
帝
崩
御
に
よ
る
皇
位
継
承
と
は
異
な
る
〉。
大
臣
は
天
皇
の
命
を
受
け
て
神
祇
官

を
呼
び
、
悠ゆ

紀き

・
主す

基き

の
国
郡
を
占
い
に
よ
っ
て
選
定
さ
せ
よ
〈
両
方
と
も
封
書
を

用
い
る
〉。
奏
上
し
天
皇
の
許
可
を
得
た
後
で
、
選
定
さ
れ
た
国
に
通
知
し
、
通
例

に
の
っ
と
っ
て
準
備
を
進
め
よ
。
ま
た
、
実
務
を
担
当
す
る
官
人
を
定
め
よ
。

（
2
）

八
月
に
使
者
を
悠
紀
・
主
基
両
国
に
派
遣
し
、
大
嘗
祭
に
使
う
田
お
よ
び
都
に
送
る

ま
で
の
稲
穂
の
管
理
等
を
担
当
す
る
者
を
占
い
に
よ
っ
て
選
定
し
て
実
務
に
あ
た
ら

せ
、
同
時
に
諸
国
に
命
じ
て
供
え
物
を
盛
る
器
を
製
造
さ
せ
よ
。
九
月
に
は
都
に
準

備
会
場
を
造
営
し
、
神
事
用
の
服
を
織
り
、
供
え
物
を
準
備
せ
よ
。
十
月
に
は
諸
国

に
使
者
を
派
遣
し
て
大
祓
を
行
い
、
ま
た
大
嘗
祭
の
挙
行
を
全
国
の
神
々
に
知
ら

せ
る
使
者
を
選
定
し
て
派
遣
せ
よ
。
そ
の
後
天
皇
は
賀
茂
川
の
ほ
と
り
に
行
幸
し
て

禊み
そ
ぎを
行
う
。
十
一
月
は
散
斎
の
月
と
し
〈
一
日
か
ら
末
日
ま
で
〉、
こ
の
う
ち
の
三

日
間
〈
丑う
し

の
日
か
ら
卯う

の
日
ま
で
〉
を
致
斎
と
せ
よ
。
祭
日
の
七
日
前
に
大
だ
い
じ
よ
う
き
ゅ
う

嘗
宮
を

造
営
し
、
寅と
ら

の
日
よ
り
前
に
全
て
の
準
備
を
終
え
よ
。

（
3
）

卯
の
日
の
早
朝
に
、
神
祇
官
は
捧
げ
物
を
諸
神
に
分
与
せ
よ
。
占
い
に
よ
っ
て
選
定

さ
れ
た
官
人
が
担
当
官
司
を
引
率
し
、
大
嘗
宮
に
天
皇
の
服
を
用
意
せ
よ
。
衛
府
が

儀
仗
を
設
置
し
、
担
当
諸
官
司
が
威
儀
物
を
陳
列
す
る
こ
と
は
、
元
日
の
祝
賀
儀
式

と
同
様
に
せ
よ
。
そ
の
後
悠
紀
・
主
基
両
国
か
ら
の
捧
げ
物
を
準
備
会
場
か
ら
大
嘗

宮
に
運
び
、
神
祇
官
が
神
へ
の
捧
げ
物
を
大
嘗
宮
に
引
き
入
れ
よ
。
担
当
官
司
は
そ

れ
ぞ
れ
の
職
務
に
従
事
し
、
神
へ
の
捧
げ
物
以
外
の
供
え
物
は
朝
集
堂
に
置
け
。
天

皇
は
移
動
を
開
始
し
、
廻
か
い
り
ゆ
う
で
ん

立
殿
に
行
き
、
湯
浴
み
を
し
た
後
、
大
嘗
宮
に
入
る
。
吉よ
し

野の

の
国く

栖ず

が
食
物
の
献
上
と
歌
舞
や
笛
の
演
奏
を
行
い
、
悠
紀
国
の
国
司
が
歌
人
を

引
率
し
て
そ
の
国
の
風
俗
歌
舞
を
捧
げ
、
語
か
た
り

部べ

が
古
伝
承
を
奏
上
し
、
官
人
ら
が

参
入
し
て
拍
手
し
、安
倍
氏
が
宿
直
し
て
い
る
官
人
の
名
簿
を
奏
上
す
る
こ
と
な
ど
、

み
な
古
く
か
ら
の
作
法
の
と
お
り
に
せ
よ
。

（
4
）

辰た
つ
の
日
に
、
祭
祀
が
終
了
し
た
ら
、
大
嘗
宮
は
鎮
め
の
祭
を
行
っ
た
後
、
破
壊
せ
よ
。

天
皇
は
豊ぶ

楽ら
く

院い
ん
に
移
動
し
、
官
人
も
参
入
し
て
所
定
の
位
置
に
つ
き
、
中な
か

臣と
み
が
祝

い
の
言
葉
を
奏
上
せ
よ
。
五
位
の
弁
官
が
捧
げ
物
の
数
を
奏
上
し
、
史し

は
こ
れ
を
諸
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官
司
に
分
与
せ
よ
。
悠
紀
・
主
基
両
国
が
御
膳
を
す
す
め
、
饗
宴
を
五
位
以
上
お
よ

び
六
位
の
者
に
ふ
る
ま
え
。
ま
た
、
慣
例
の
と
お
り
に
風
俗
歌
舞
を
奏
せ
。

（
5
）

巳み

の
日
に
、
御
膳
を
す
す
め
饗
宴
を
ふ
る
ま
い
、
風
俗
歌
舞
を
奏
す
る
こ
と
は
辰
の

日
と
同
じ
く
せ
よ
。
た
だ
し
、
追
加
で
和
や
ま
と

舞ま
い

・
田た

舞ま
い

を
奏
せ
。

（
6
）

午う
ま

の
日
に
五
位
以
上
お
よ
び
六
位
の
者
を
前
日
と
同
様
に
招
集
せ
よ
。
悠
紀
・
主
基

両
国
の
国
司
お
よ
び
大
嘗
祭
に
奉
仕
し
た
各
氏
族
の
人
に
位
階
を
授
け
よ
。
ま
た
、

久く

米め

舞ま
い
・
吉き

志し

舞ま
い
・
大お
お

歌う
た
・
五ご

節せ
ち

舞の
ま
いを
奏
し
、
斎
戒
を
解
く
た
め
の
和
舞
を
奉
仕

せ
よ
。
そ
の
後
、
賜
与
品
を
皇
太
子
以
下
五
位
以
上
に
等
級
別
に
与
え
よ
。
ま
た
、

諸
官
司
の
六
位
以
下
お
よ
び
悠
紀
・
主
基
両
国
の
駆
使
丁
以
上
の
者
に
賜
与
品
を
与

え
よ
〈
諸
官
司
の
六
位
以
下
の
者
へ
の
賜
与
品
、
悠
紀
・
主
基
両
国
の
主さ
か
ん典

以
下
の

者
へ
の
位
階
の
授
与
は
、
あ
る
い
は
未ひ
つ
じの

日
に
参
議
一
人
が
担
当
し
、
五
位
の
弁べ
ん

が

宣せ
ん

命み
よ
うを

読
む
〉。

（
7
）

使
者
を
悠
紀
・
主
基
両
国
に
派
遣
し
て
斎
戒
を
解
け
。
十
一
月
末
日
に
京
内
の
諸
官

司
が
集
合
し
て
穢
れ
を
祓
う
こ
と
は
六
月
・
十
二
月
の
大お
お

祓は
ら
えと

同
様
に
せ
よ
〈
詳

細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

86
践
祚
大
嘗
年
条

﹇
条
文
概
要
﹈

大
嘗
祭
に
伴
う
天
皇
の
潔
斎
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

大だ
い

嘗じ
よ
う

祭さ
い

を
行
う
年
の
十
月
下
旬
に
天
皇
が
賀
茂
川
に
行
幸
し
て
潔
斎
す
る
際
に

は
、
事
前
に
陰
陽
寮
に
適
切
な
日
を
選
定
さ
せ
、
お
よ
そ
二
〇
日
前
に
御み

装し
よ
う

束ぞ
く

司し

と
次し

第だ
い

司し

を
任
命
せ
よ
。
御
装
束
司
は
長
官
一
人
〈
三
位
〉、
次
官
一
人
〈
五
位
の

弁べ
ん

〉、
判じ
よ
う官

二
人
〈
一
人
は
史し

〉、
主さ
か
ん典

二
人
〈
両
方
と
も
六
位
以
下
〉。
天
皇
の
行

列
前
方
を
指
揮
す
る
次し

第だ
い

司し

は
長
官
一
人
〈
三
位
〉、
次
官
一
人
〈
五
位
〉、
判
官

二
人
、
主
典
二
人
〈
両
方
と
も
六
位
以
下
〉。
後
方
の
次
第
司
も
こ
れ
に
準
じ
る
こ

と
と
せ
よ
。
行
幸
の
五
日
前
に
大
臣
お
よ
び
参
議
以
上
が
、
五
位
以
上
の
付
き
添
い

の
者
お
よ
び
留
守
番
の
者
の
名
簿
を
作
成
し
て
上
奏
し
、
そ
の
後
式
部
省
お
よ
び
装

束
司
・
次
第
司
に
送
付
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

87
定
斎
王
条

﹇
条
文
概
要
﹈

伊
勢
斎
王
の
選
定
か
ら
伊
勢
神
宮
に
向
か
う
ま
で
の
潔
斎
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

（
1
）

天
皇
が
即
位
し
た
ら
、
伊
勢
神
宮
の
斎
王
を
選
定
せ
よ
。
未
婚
の
者
を
選
び
神
祇
官

に
占
い
に
よ
っ
て
選
定
さ
せ
〈
も
し
内
親
王
が
選
定
さ
れ
な
け
れ
ば
女
性
皇
族
か
ら

選
ぶ
〉、
そ
の
後
大だ
い

内だ
い

裏り

内
の
適
当
な
場
所
を
占
い
に
よ
っ
て
選
定
し
て
初し
よ

斎さ
い

院い
ん

と

し
、
斎
王
は
祓
い
清
め
て
初
斎
院
に
入
れ
。
さ
ら
に
大
内
裏
外
の
清
浄
な
場
所
を
占

い
に
よ
っ
て
選
定
し
、
野の
の

宮み
や

を
造
営
せ
よ
。
完
成
し
た
ら
翌
年
の
八
月
上
旬
に
、
吉

日
を
占
い
に
よ
っ
て
選
定
し
、
祓
い
清
め
て
野
宮
に
移
り
入
れ
。
そ
の
際
に
太
政
官

は
付
き
従
う
五
位
以
上
の
者
の
名
と
人
数
を
定
め
、
十
日
前
に
斎
王
の
行
列
の
前
後

を
指
揮
す
る
次し

第だ
い
司し

を
任
命
せ
よ
。
そ
れ
ぞ
れ
長
官
一
人
〈
五
位
〉、
判じ
よ
う官
・
主さ
か
ん典

そ
れ
ぞ
れ
一
人
〈
六
位
以
下
〉。
所
定
の
時
刻
に
な
っ
た
ら
初
斎
院
を
出
て
、
賀
茂

川
の
ほ
と
り
に
行
き
身
を
清
め
た
後
、
野
宮
に
入
れ
〈
詳
細
は
斎
宮
式
を
参
照
〉。

（
2
）

斎
王
に
選
ば
れ
て
か
ら
三
年
の
潔
斎
を
経
て
、
五
月
ま
で
に
斎
宮
寮
の
官
人
と
主し
ゆ

神し
ん

司し

を
任
命
せ
よ
。
斎
宮
寮
所
属
の
諸
官
司
は
七
月
ま
で
に
任
命
し
、
通
例
に
の
っ

と
っ
て
準
備
を
進
め
よ
。
九
月
上
旬
に
吉
日
を
占
い
に
よ
っ
て
選
定
し
て
伊
勢
神
宮

に
向
か
え
。
事
前
に
装し
よ
う
ぞ
く
し

束
司
を
任
命
せ
よ
。
五
位
二
人〈
一
人
は
神
祇
官
の
副ふ

以
上
、

一
人
は
左
右
少
弁
以
上
〉、
六
位
以
下
四
人
〈
神
祇
官
の
祐じ
よ
う、

弁
官
の
史し

、
縫
殿
寮
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の
允じ
よ
う、
諸
官
司
の
主
典
〉。
出
発
日
の
前
に
監げ
ん

送そ
う
使し

四
人
を
選
定
せ
よ
〈
参
議
も
し

く
は
中
納
言
一
人
、
弁べ
ん
・
史
そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
六
位
以
下
の
官
人
一
人
〉。
斎
王
が

葛か
ど

野の

川が
わ

で
身
を
清
め
る
こ
と
は
、
野
宮
に
入
る
前
の
儀
と
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は

儀
式
書
を
参
照
〉。

88
斎
王
向
伊
勢
条

﹇
条
文
概
要
﹈

斎
王
が
伊
勢
に
向
か
う
以
前
に
斎
宮
寮
の
官
人
を
伊
勢
に
派
遣
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

斎
王
が
伊
勢
に
向
か
う
際
に
は
、
七
月
以
前
に
、
斎
宮
寮
の
允じ
よ
う・

史し

生し
よ
うそ

れ
ぞ
れ

一
人
を
斎さ
い

宮く
う

お
よ
び
伊
勢
国
に
派
遣
し
て
、
準
備
を
進
め
よ
。

89
賀
茂
斎
王
条

﹇
条
文
概
要
﹈

賀
茂
斎
王
を
選
定
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天
皇
が
即
位
し
た
際
に
は
、
賀
茂
神
社
の
斎
王
を
選
定
せ
よ
。
内
親
王
の
う
ち
未
婚

の
者
の
中
か
ら
占
い
に
よ
っ
て
選
定
せ
よ
〈
詳
細
は
斎
院
式
を
参
照
〉。

90
仁
王
会
条

﹇
条
文
概
要
﹈

一
代
一
度
の
仁
王
会
の
準
備
な
ど
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天
皇
が
即
位
し
た
際
に
は
、
仁に
ん

王の
う

般は
ん

若に
や

経き
よ
うの
講
義
を
行
え
〈
天
皇
一
代
に
つ
き
一

度
〉。
宮
中
・
諸
国
に
百
ひ
や
く
の
こ
う
ざ

高
座
を
設
け
よ
。
一
日
の
朝
晩
で
講
義
を
終
え
よ
。
あ
ら

か
じ
め
担
当
者
を
任
命
せ
よ
。
そ
の
担
当
者
は
中
納
言
一
人
、
参
議
・
弁べ
ん
そ
れ
ぞ
れ

一
人
、
五
位
二
人
。
六
位
以
下
は
そ
の
つ
ど
選
定
せ
よ
〈
五
位
以
上
は
天
皇
の
許
可

を
得
て
任
命
し
、
六
位
以
下
は
大
臣
に
報
告
し
た
上
で
任
命
す
る
〉。
あ
ら
か
じ
め

全
国
に
命
じ
て
、
法
会
の
日
は
殺
生
を
固
く
禁
止
せ
よ
〈
詳
細
は
玄
蕃
式
と
儀
式
書

を
参
照
〉。

91
告
朔
条

﹇
条
文
概
要
﹈

季
節
の
初
め
の
月
に
天
皇
に
行
政
報
告
を
す
る
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

天
皇
が
季
節
ご
と
の
最
初
の
月
と
な
る
正
月
・
四
月
・
七
月
・
十
月
に
大だ
い

極ご
く

殿で
ん
に

出
御
し
中
央
諸
官
司
の
前
月
の
行
政
報
告
を
受
け
る
際
に
は
、
大
臣
が
事
前
に
殿
上

で
近
侍
す
る
侍じ
じ
ゆ
う従

四
人
、
報
告
書
を
上
奏
す
る
者
二
人
を
選
定
せ
よ
。
担
当
官
司
は

そ
れ
ぞ
れ
職
務
に
従
事
せ
よ
。
当
日
は
弁べ
ん

一
人
が
報
告
書
の
箱
を
持
ち
〈
太
政
官
の

報
告
書
は
弁
官
が
作
成
し
て
外げ

記き

に
渡
し
、
大
臣
が
姓
を
自
署
し
弁
官
に
預
け
て
提

出
さ
せ
る
〉、
諸
官
司
の
五
位
以
上
で
報
告
書
の
箱
を
持
つ
者
を
引
率
し
〈
も
し
五

位
が
い
な
け
れ
ば
そ
の
つ
ど
対
応
す
る
〉、
所
定
の
位
置
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
箱
を
机

の
上
に
置
け
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
も
し
天
皇
が
出
御
し
な
い
場
合
は
、
弁

官
が
式
部
省
に
通
知
し
、
箱
を
弁
官
に
提
出
さ
せ
、
中
務
省
に
渡
し
て
天
皇
に
奏
上

さ
せ
よ
。

92
諸
節
会
条

﹇
条
文
概
要
﹈

節
会
に
奉
仕
す
る
官
司
の
勤
怠
管
理
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

節
会
の
日
は
、
天
皇
が
出
御
す
る
前
に
、
担
当
諸
官
司
は
準
備
を
整
え
、
出
御
の
後

は
逐
一
奉
仕
せ
よ
。
も
し
怠
り
が
あ
れ
ば
、職
位
給
を
没
収
し
勤
務
評
定
を
下
げ
よ
。

93
朝
賀
条
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﹇
条
文
概
要
﹈

元
日
の
祝
賀
儀
式
に
お
け
る
準
備
と
役
職
の
選
任
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

元
日
に
天
皇
が
皇
太
子
お
よ
び
臣
下
の
祝
賀
を
受
け
る
際
に
は
、
弁
官
が
事
前
に
担

当
官
司
に
命
じ
て
雑
事
や
舗
設
な
ど
の
準
備
を
さ
せ
、
弁べ
ん

・
史し

が
監
督
せ
よ
〈
そ
の

他
の
節
会
の
日
も
こ
れ
に
準
じ
る
〉。
前
月
の
十
三
日
に
大
臣
が
事
前
に
殿
上
で
近

侍
す
る
侍じ

従じ
ゆ
う

四
人
を
左
右
の
側
仕
え
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
二
人
〈
三
位
二
人
、
あ
る

い
は
親
王
を
こ
れ
に
任
じ
る
。
四
位
二
人
〉、
少
納
言
二
人
〈
も
し
欠
員
が
あ
れ
ば

仮
に
別
の
者
を
任
じ
る
〉、
慶
賀
の
言
葉
を
奏
上
す
る
者
、
前
年
の
祥
瑞
を
奏
上
す

る
者
そ
れ
ぞ
れ
一
人
〈
四
位
以
上
で
適
切
な
者
を
任
用
す
る
〉
を
選
び
、
奏
上
し
て

任
命
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

94
元
宴
条

﹇
条
文
概
要
﹈

元
日
の
節
会
を
大
臣
が
差
配
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

元
日
に
天
皇
へ
祝
賀
を
す
る
儀
式
が
終
わ
っ
た
ら
、
次じ

侍じ

従じ
ゆ
う

以
上
の
者
に
宴
席
を

設
け
よ
。
大
臣
は
会
場
の
差
配
を
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

95
正
月
七
日
条

﹇
条
文
概
要
﹈

正
月
七
日
の
節
会
と
叙
位
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

正
月
七
日
に
、
五
位
以
上
の
者
に
宴
席
を
設
け
よ
。
も
し
こ
の
日
に
五
位
以
上
の
位

階
を
与
え
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
二
日
前
に
大
臣
お
よ
び
参
議
以
上
の
者
が
天
皇
の
御

前
で
位
階
を
与
え
る
者
を
選
定
し
、
位
階
の
証
書
を
内
記
に
書
か
せ
て
こ
れ
に
押
印

せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

96
任
官
条

﹇
条
文
概
要
﹈

内
裏
で
の
任
官
儀
式
に
参
加
す
る
太
政
官
の
官
人
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

内
裏
で
任
官
儀
式
を
行
う
際
に
は
、
少
納
言
・
弁べ
ん

そ
れ
ぞ
れ
一
人
が
式
部
省
・
兵

部
省
を
引
率
し
て
儀
式
を
進
行
せ
よ
。
も
し
朝
ち
よ
う

堂ど
う

院い
ん

で
任
官
儀
式
を
行
う
際
に
は
、

外げ

記き

・
史し

も
関
知
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

97
御
斎
会
条

﹇
条
文
概
要
﹈

大
極
殿
に
お
け
る
正
月
の
法
会
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

正
月
に
大だ
い

極ご
く

殿で
ん

で
最
さ
い
し
よ
う
お
う
き
よ
う

勝
王
経
を
講
説
す
る
法
会
は
、
八
日
か
ら
始
め
て
十
四
日
に
終

了
せ
よ
〈
初
日
に
も
し
天
皇
の
お
出
ま
し
が
あ
る
場
合
に
は
、
行
事
を
差
配
す
る
大

臣
の
座
を
設
置
す
る
〉。
弁べ
ん

お
よ
び
史し

が
担
当
者
を
定
め
て
監
督
せ
よ
。
出
席
す
る

僧
侶
の
食
事
の
材
料
は
、
事
前
に
文
書
を
畿
内
諸
国
に
下
達
し
て
進
上
さ
せ
よ
。
初

日
と
最
終
日
は
皇
太
子
以
下
参
議
以
上
の
者
と
皇
族
の
五
位
以
上
が
大
極
殿
上
の
座

に
つ
き
、
そ
の
他
の
者
は
分
か
れ
て
東
西
の
廊
に
つ
け
。
法
会
終
了
後
に
は
宣せ
ん
命み
よ
うの

読
み
上
げ
と
布
施
の
支
給
を
行
え
〈
詳
細
は
玄
蕃
式
お
よ
び
儀
式
書
を
参
照
〉。

98
正
月
十
六
日
条

﹇
条
文
概
要
﹈

正
月
十
六
日
の
節
会
を
大
臣
が
差
配
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

正
月
十
六
日
に
は
、
次じ
じ
じ
ゆ
う

侍
従
以
上
の
者
に
宴
席
を
設
け
よ
。
大
臣
が
天
皇
が
い
ら
っ

し
ゃ
る
会
場
で
差
配
す
る
こ
と
は
元
日
の
祝
賀
儀
式
と
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
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書
を
参
照
〉。

99
大
射
条

﹇
条
文
概
要
﹈

正
月
十
七
日
の
射
弓
儀
式
の
準
備
・
監
督
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

正
月
十
七
日
に
群
臣
が
弓
を
射
る
儀
式
は
、
担
当
官
司
が
事
前
に
天
皇
の
座
を
設
置

し
、
雑
事
を
準
備
し
、
大
臣
が
殿
上
に
伺
候
し
差
配
を
す
る
こ
と
な
ど
は
、
通
常
の

儀
式
の
と
お
り
と
せ
よ
。
も
し
そ
の
日
の
う
ち
に
終
わ
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
十
八

日
に
参
議
一
人
を
派
遣
し
て
行
え
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

100
二
季
読
経
条

﹇
条
文
概
要
﹈

 

春
秋
二
回
の
読
経
の
行
事
進
行
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

春
・
秋
の
二
回
、
大だ
い

極ご
く

殿で
ん
に
僧
侶
を
招
い
て
大だ
い

般は
ん

若に
や

経き
よ
うを
転
読
さ
せ
る
法
会
の
際

に
は
、
弁
・
史
が
担
当
者
と
し
差
配
せ
よ
。
初
日
と
最
終
日
は
親
王
以
下
参
議
以
上

が
大
極
殿
上
の
座
に
つ
き
、
近
衛
少
将
を
派
遣
し
て
慰
労
せ
よ
。
臨
時
の
読
経
の
際

も
同
様
に
せ
よ
。

101
五
月
五
日
条

﹇
条
文
概
要
﹈

五
月
五
日
の
節
会
の
準
備
な
ど
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

五
月
五
日
に
、
天
皇
が
衛
府
官
人
に
よ
る
馬
上
の
射
芸
と
貢
ぎ
物
の
馬
を
見
る
儀
式

で
は
、
弁べ
ん

と
史し

が
雑
事
を
監
督
し
、
担
当
官
司
が
天
皇
の
座
を
武ぶ

徳と
く

殿で
ん

に
設
置
せ

よ
。
こ
の
日
は
官
人
は
み
な
菖あ
や
め蒲

の
葉
の
飾
り
を
冠
に
つ
け
、
諸
官
司
は
そ
の
職
務

に
従
事
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

102
負
馬
条

﹇
条
文
概
要
﹈

五
月
五
日
に
馬
を
貢
進
で
き
な
い
官
人
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

五
位
以
上
の
者
で
、
五
月
五
日
の
競
馬
に
出
す
馬
を
貢
進
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者

は
、
四
月
三
十
日
ま
で
に
そ
の
旨
を
報
告
せ
よ
。
す
で
に
馬
を
貢
進
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
旨
を
報
告
し
た
後
で
、
も
し
当
日
も
し
く
は
前
日
に
馬
を
貢
進
し
た
場
合

は
、
そ
の
馬
は
負
け
た
馬
と
い
う
扱
い
に
せ
よ
。

103
相
撲
条

﹇
条
文
概
要
﹈

七
月
二
十
五
日
の
相
撲
の
準
備
な
ど
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

七
月
二
十
五
日
に
、
天
皇
が
神し
ん

泉せ
ん

苑え
ん
で
相
撲
を
観
覧
す
る
儀
式
に
あ
た
っ
て
は
、

一
か
月
前
に
左
右
相す

撲ま
い
司し

を
任
命
せ
よ
。
そ
の
人
員
は
中
納
言
・
参
議
・
侍じ

従じ
ゆ
う・

次じ

侍じ

従じ
ゆ
うの
中
か
ら
選
定
し
奏
上
せ
よ
〈
人
数
は
左
右
そ
れ
ぞ
れ
一
二
人
〉。
中
務
省

は
式
部
省
が
取
り
仕
切
る
通
常
の
任
官
と
同
様
の
儀
式
を
行
い
、
兵
部
省
が
相
撲
の

儀
式
の
差
配
を
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

104
盆
供
条

﹇
条
文
概
要
﹈

盂
蘭
盆
会
の
供
養
の
品
を
寺
に
送
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

七
月
十
五
日
に
盆
の
お
供
え
物
を
諸
々
の
寺
に
送
る
際
に
は
、
史し

に
監
督
を
さ
せ
よ

〈
詳
細
は
大
膳
式
を
参
照
〉。
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105
九
月
九
日
条

﹇
条
文
概
要
﹈

重
陽
節
会
の
準
備
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

九
月
九
日
に
天
皇
が
神し
ん

泉せ
ん

苑え
ん

に
行
幸
し
、
次じ

侍じ

従じ
ゆ
う

以
上
お
よ
び
文
人
に
宴
席
を
設

け
る
際
に
は
、
大
臣
が
差
配
し
、
担
当
官
司
が
準
備
に
あ
た
る
こ
と
は
通
常
通
り
と

せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

106
禄
目
録
条

﹇
条
文
概
要
﹈

節
会
の
賜
与
品
目
録
を
弁
官
が
奏
上
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

節
会
の
日
に
は
、
五
位
の
弁
官
が
、
参
加
者
へ
の
賜
与
品
の
目
録
を
作
成
し
て
奏
上

せ
よ
〈
元
日
と
正
月
十
七
日
の
大
射
は
こ
の
奏
上
は
な
い
〉。

107
非
侍
従
見
参
条

﹇
条
文
概
要
﹈

臨
時
の
宴
会
の
参
加
者
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

左
右
弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

・
内な
い

記き

・
侍
医
で
五
位
の
者
や
、
左
右
近
衛
少
将
以
上
、
左
右

衛
門
・
左
右
兵
衛
府
の
佐す
け

以
上
の
者
は
、
次じ

侍じ

従じ
ゆ
うで

な
い
場
合
で
も
臨
時
の
宴
会

に
出
席
す
る
こ
と
を
認
め
よ
。

108
俘
囚
夾
名
条

﹇
条
文
概
要
﹈

節
会
に
参
加
し
た
エ
ミ
シ
の
名
簿
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

正
月
七
日
白あ
お
う
ま馬
と
十
一
月
新
嘗
の
二
つ
の
節
会
で
は
、
事
前
に
賜
物
の
対
象
と
な

る
、
服
属
し
た
エ
ミ
シ
の
名
簿
を
、
他
の
参
加
者
と
紙
を
分
け
て
奏
上
せ
よ
。
そ
の

者
が
五
位
の
位
階
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
こ
の
規
定
の
と
お
り
に
せ
よ
。

109
節
会
見
参
条

﹇
条
文
概
要
﹈

節
会
の
参
加
者
の
名
簿
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

五
位
以
上
の
節
会
参
加
者
の
名
簿
は
、
官
人
を
召
し
入
れ
る
前
に
式
部
省
が
書
い
て

太
政
官
に
提
出
せ
よ
。
も
し
新
た
に
五
位
の
位
階
を
与
え
ら
れ
る
者
が
い
る
場
合
に

は
、
別
紙
を
作
成
し
て
追
っ
て
報
告
せ
よ
。
ま
た
中
務
省
が
提
出
す
る
、
次じ

侍じ

従
じ
ゆ
う

以
上
の
参
加
者
の
名
簿
も
こ
れ
と
同
様
に
せ
よ
。

110
山
陵
幣
条

﹇
条
文
概
要
﹈

陵
墓
へ
の
捧
げ
物
の
分
与
の
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

十
二
月
に
捧
げ
物
を
陵
墓
に
献
上
す
る
際
に
は
、
み
な
そ
の
年
の
調
物
を
使
用
せ

よ
。
中
務
省
が
事
前
に
大
神
祭
よ
り
後
で
立
春
よ
り
前
の
よ
い
日
を
選
定
し
、
十
二

月
五
日
よ
り
前
に
太
政
官
に
報
告
せ
よ
。
ま
た
式
部
省
が
官
職
に
つ
い
て
い
な
い
五

位
以
上
の
者
を
選
定
し
て
そ
の
名
簿
を
提
出
せ
よ
〈
参
加
し
な
か
っ
た
侍
従
の
欠
員

を
補
充
す
る
た
め
〉。
当
日
は
参
議
以
上
の
者
と
少
納
言
・
弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

が
天
皇

に
よ
る
特
別
な
捧
げ
物
を
用
意
す
る
テ
ン
ト
で
差
配
せ
よ
。
そ
の
捧
げ
物
は
内
蔵
寮

が
準
備
せ
よ
〈
種
類
・
数
量
は
内
蔵
式
を
参
照
〉。
定
刻
に
な
っ
た
ら
天
皇
は
建け
ん

礼れ
い

門も
ん

前
の
テ
ン
ト
に
出
御
し
、
礼
拝
し
て
捧
げ
物
を
分
与
す
る
。
た
だ
し
、
通
常
の

捧
げ
物
は
参
議
以
上
一
人
・
弁べ
ん

・
外
記
・
史
が
大
蔵
省
に
赴
き
分
与
せ
よ
。
捧
げ
物
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を
運
ぶ
使
者
は
中
務
省
・
式
部
省
が
選
定
し
治
部
省
に
通
知
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書

を
参
照
〉。

111
追
儺
条

﹇
条
文
概
要
﹈

大
晦
日
の
悪
鬼
を
追
い
払
う
儺
の
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

大
晦
日
の
追
儺
の
儀
式
で
は
、
中
務
省
が
事
前
に
親
王
と
大
臣
以
下
次じ

侍じ

従じ
ゆ
う
以
上

の
者
の
中
か
ら
悪
鬼
を
追
い
払
う
役
の
者
を
選
定
し
、
内
裏
の
諸
門
に
配
置
せ
よ
。

中
務
省
の
丞じ
よ
う・

録さ
か
ん・

内う
ど
ね
り

舎
人
・
大お
お
ど
ね
り

舎
人
も
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は
中
務
式
を
参
照
〉。

当
日
の
戌い
ぬ

の
時
刻
に
、
親
王
と
大
臣
以
下
は
承
し
よ
う

明め
い

門も
ん

外
の
東
庭
の
テ
ン
ト
の
座
に

着
き
、
少
納
言
・
弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

が
伺
候
し
て
通
常
ど
お
り
差
配
せ
よ
〈
詳
細
は
儀

式
書
を
参
照
〉。

112
行
幸
経
旬
条

﹇
条
文
概
要
﹈

天
皇
の
行
幸
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

（
1
）

天
皇
の
行
幸
で
期
間
が
長
く
な
る
場
合
に
は
、
弁べ
ん

・
史し

そ
れ
ぞ
れ
一
人
、
左
右
史し

生し
よ
うそ

れ
ぞ
れ
二
人
、
官か

掌じ
よ
う一

人
が
付
き
従
え
。
も
し
日
帰
り
の
場
合
に
は
、
左
右

史
生
そ
れ
ぞ
れ
一
人
を
減
ら
せ
。
事
前
に
日
程
を
選
定
し
て
準
備
せ
よ
。

（
2
）

数
十
日
前
に
〈
そ
の
つ
ど
決
定
す
る
〉
宿
泊
先
の
宮
を
造
営
す
る
造
行
宮
使
を
定
め

〈
構
成
員
の
官
位
は
そ
の
つ
ど
事
情
に
応
じ
て
決
め
る
〉、
道
具
な
ど
の
準
備
を
す
る

装し
よ
う
ぞ
く
し

束
司
を
任
命
せ
よ
。
そ
の
構
成
員
は
、
長
官
一
人
〈
三
位
〉、
次
官
二
人
〈
五
位
〉、

判じ
よ
う官

三
人
、
主さ
か
ん典

三
人
〈
判
官
と
主
典
は
六
位
以
下
〉。
ま
た
、
行
列
を
指
揮
す
る

前
後
の
次し

第だ
い

司し

を
任
命
せ
よ
。
そ
の
構
成
員
は
、
行
列
前
方
を
指
揮
す
る
次
第
司

の
長
官
一
人
〈
三
位
〉、
次
官
一
人
〈
五
位
〉、
判
官
二
人
、
主
典
二
人
〈
判
官
と
主

典
は
六
位
以
下
〉。
後
方
の
次
第
司
も
こ
れ
と
同
様
に
せ
よ
〈
選
定
し
終
わ
っ
た
ら

奏
上
す
る
〉。
ま
た
、
事
前
に
五
位
以
上
の
官
人
で
行
幸
に
付
き
従
う
者
と
留
守
番

を
す
る
者
を
選
定
し
〈
人
数
は
そ
の
つ
ど
決
め
る
〉、
使
者
を
派
遣
し
て
宿
泊
先
の

宮
を
検
分
せ
よ
。

（
3
）

十
数
日
前
に
諸
国
に
命
じ
て
、
国
内
で
飼
育
し
て
い
る
馬
を
献
上
さ
せ
よ
〈
左
右
馬

寮
が
数
を
決
定
し
て
奏
上
す
る
〉。
左
右
馬
寮
は
よ
ろ
い
を
つ
け
た
馬
を
準
備
し〈
諸

国
が
献
上
し
た
、
都
に
近
い
牧
で
放
牧
し
て
い
る
馬
を
使
う
〉、
京
職
や
諸
国
に
命

じ
て
荷
物
を
担
ぐ
人
夫
を
献
上
さ
せ
よ
〈
人
数
は
そ
の
つ
ど
決
め
る
〉。

（
4
）

五
・
六
日
前
に
大
蔵
省
に
命
じ
て
、
行
事
に
奉
仕
し
た
者
に
対
し
て
褒
賞
と
し
て
与

え
る
た
め
の
絁
あ
し
ぎ
ぬ・

布
を
準
備
さ
せ
、
都
合
の
よ
い
場
所
に
運
び
収
め
さ
せ
よ
。
ま
た
、

行
幸
に
付
き
従
う
五
位
以
上
の
者
に
、
公
用
の
服
と
袍ほ
う

・
衫
ひ
と
え
ぎ
ぬを支

給
せ
よ
。
太
政
官

印
を
入
れ
た
櫃ひ
つ
を
覆
う
た
め
の
皮
と
そ
れ
を
担
ぐ
人
夫
二
人
、
お
よ
び
そ
の
人
夫
が

着
用
す
る
黄
色
の
衫
は
、
装
束
司
が
準
備
し
、
行
幸
が
終
わ
っ
た
ら
返
却
せ
よ
。

（
5
）

も
し
諸
官
司
の
カ
ギ
を
天
皇
の
命
令
に
よ
っ
て
留
守
の
者
に
預
け
る
場
合
に
は
、
大

臣
も
し
く
は
大
納
言
が
五
位
以
上
の
侍じ

従じ
ゆ
うを

率
い
て
内
裏
に
行
き
、
典
鑰
ら
に
そ

れ
ら
の
カ
ギ
が
収
納
し
て
あ
る
櫃
の
所
に
つ
か
せ
て
出
納
さ
せ
よ
。

（
6
）

行
幸
の
経
路
沿
い
の
民
衆
で
困
窮
し
た
者
に
は
施
し
を
与
え
、
長
寿
の
者
に
は
褒
賞

の
物
を
与
え
、
近
隣
の
社
寺
に
は
供
え
物
や
誦
経
を
せ
よ
。

（
7
）

天
皇
が
帰
還
す
る
際
に
は
、
宣せ
ん

命み
よ
うの
読
み
上
げ
を
行
え
。
行
幸
先
の
国
の
郡
司
に

等
級
別
に
賞
与
せ
よ
〈
位
階
を
授
与
す
る
場
合
も
あ
る
〉。
宿
泊
先
の
宮
の
近
隣
の
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八
〇
歳
以
上
の
者
や
、
行
幸
に
付
き
従
っ
た
者
に
褒
賞
の
物
を
与
え
よ
〈
詳
細
は
儀

式
書
を
参
照
〉。

113
季
禄
条

﹇
条
文
概
要
﹈

職
位
給
等
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
官
司
の
春
夏
分
の
職
位
給
と
皇
族
の
衣
替
え
手
当
て
は
、
中
務
省
・
式
部
省
・
兵

部
省
が
人
数
と
支
給
数
を
算
定
し
、
二
月
十
日
に
弁
官
が
三
省
を
引
率
し
て
太
政
官

に
申
請
せ
よ
〈
太
政
官
の
給
与
は
二
月
一
日
に
算
定
し
て
弁
官
に
送
付
し
、
弁
官
が

弁
官
局
も
含
め
た
全
体
の
目
録
を
作
成
し
て
三
日
に
式
部
省
に
文
書
で
通
知
す
る
〉。

そ
の
後
三
省
が
申
請
し
た
も
の
の
全
体
の
目
録
を
作
成
し
、
十
五
日
に
少
納
言
が
奏

上
せ
よ
。
二
十
日
に
太
政
官
が
文
書
を
大
蔵
省
に
下
達
し
、
二
十
二
日
に
出
庫
し
て

支
給
せ
よ
〈
女
官
の
給
与
は
二
十
五
日
に
支
給
す
る
〉。
五
位
の
弁べ
ん

が
宣せ
ん

命み
よ
うを

読
み

上
げ
よ
。
そ
の
言
葉
は
、「
今
、
い
つ
も
支
給
し
て
い
る
春
夏
の
職
位
給
を
支
給
す

る
、
と
の
お
言
葉
を
伝
え
る
。」
で
あ
る
〈
女
官
に
つ
い
て
は
中
務
省
の
輔す
け

が
宣
命

を
読
む
〉。
秋
冬
の
給
与
も
こ
れ
と
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は
式
部
式
を
参
照
〉。

114
諸
王
時
服
条

﹇
条
文
概
要
﹈

皇
族
の
衣
替
え
手
当
て
支
給
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

皇
族
の
衣
替
え
手
当
て
を
太
政
官
発
行
の
通
達
に
よ
っ
て
畿
外
諸
国
の
財
源
か
ら
支

給
す
る
際
に
は
、
正
親
司
に
命
じ
て
名
簿
を
提
出
さ
せ
よ
。
欠
員
・
補
充
が
あ
る
ご

と
に
追
記
す
る
こ
と
は
式
部
省
・
兵
部
省
が
管
轄
す
る
官
人
名
簿
と
同
様
に
せ
よ
。

115
女
官
時
服
条

﹇
条
文
概
要
﹈

女
性
の
衣
替
え
手
当
て
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

後
宮
の
女
性
お
よ
び
女
官
の
衣
替
え
手
当
て
と
装
飾
品
類
は
、
夏
は
四
月
十
日
、
冬

は
十
月
十
日
に
、
中
務
省
が
太
政
官
に
申
請
し
、
二
十
日
に
そ
の
結
果
を
大
蔵
省
に

下
達
し
、
二
十
二
日
に
出
庫
し
て
支
給
せ
よ
。

116
諸
司
時
服
条

﹇
条
文
概
要
﹈

衣
替
え
手
当
て
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
官
司
の
官
人
に
支
給
す
る
衣
替
え
手
当
て
は
、
十
二
月
か
ら
五
月
ま
で
の
出
勤
日

数
が
一
二
〇
日
以
上
、
非
常
勤
の
官
人
の
場
合
は
八
〇
日
以
上
に
達
し
た
ら
、
春
と

夏
の
分
を
支
給
せ
よ
。
中
務
省
は
対
象
者
と
数
量
を
記
録
し
、
六
月
七
日
に
太
政

官
に
申
告
せ
よ
〈
太
政
官
の
手
当
て
に
つ
い
て
は
六
月
一
日
に
弁
官
に
文
書
で
報
告

し
、
弁
官
が
太
政
官
の
官
人
全
体
の
目
録
を
作
成
し
て
四
日
に
中
務
省
に
通
達
す

る
〉。
九
日
に
奏
上
し
、
二
十
日
に
そ
の
結
果
を
大
蔵
省
に
下
達
し
、
二
十
二
日
に

出
庫
し
て
支
給
せ
よ
。
支
給
す
る
日
に
は
弁
官
一
人
が
大
蔵
省
に
行
っ
て
差
配
せ
よ

〈
詳
細
は
中
務
式
を
参
照
〉。
位
階
を
持
た
な
い
親
王
や
親
王
の
養
育
を
担
当
す
る

女
性
へ
の
衣
替
え
手
当
て
は
、
六
月
十
日
に
太
政
官
が
文
書
を
大
蔵
省
に
下
達
し
、

十
五
日
に
出
庫
し
て
支
給
せ
よ
。
秋
冬
分
の
支
給
も
こ
れ
と
同
様
に
せ
よ
。

117
位
禄
条

﹇
条
文
概
要
﹈

四
位
・
五
位
特
別
手
当
て
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

四
位
・
五
位
特
別
手
当
て
は
、
中
務
省
・
式
部
省
・
兵
部
省
が
そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
と
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数
量
を
記
録
し
、
十
一
月
十
日
に
太
政
官
に
申
告
せ
よ
。
そ
の
後
全
体
の
目
録
を
作

成
し
、
十
五
日
に
少
納
言
が
奏
上
せ
よ
。
二
十
日
に
そ
の
結
果
を
大
蔵
省
に
下
達

し
、
二
十
二
日
に
出
庫
し
て
支
給
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
畿
外
の
国
に

赴
任
し
て
い
る
者
や
国
司
の
分
は
、
そ
の
国
の
財
源
か
ら
支
給
せ
よ
。

118
馬
料
条

﹇
条
文
概
要
﹈

馬
の
飼
育
手
当
て
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
官
司
の
官
人
に
支
給
す
る
、
馬
の
飼
育
手
当
て
は
、
正
月
か
ら
六
月
ま
で
の
勤
務

日
数
が
一
二
五
日
以
上
の
場
合
、
春
夏
分
を
支
給
せ
よ
。
中
務
省
・
式
部
省
・
兵
部

省
は
そ
れ
ぞ
れ
対
象
者
と
数
量
を
記
録
し
、
七
月
十
日
に
弁
官
が
三
省
の
官
人
を
引

率
し
て
太
政
官
に
申
告
せ
よ〈
太
政
官
の
分
は
七
月
一
日
に
弁
官
に
文
書
で
通
知
し
、

弁
官
が
太
政
官
の
官
人
全
体
の
目
録
を
作
成
し
て
三
日
に
式
部
省
に
文
書
で
通
達
す

る
〉。
そ
の
後
三
省
が
申
告
し
た
も
の
全
体
の
目
録
を
作
成
し
、
十
五
日
に
少
納
言

が
奏
上
せ
よ
。
二
十
日
に
太
政
官
が
そ
の
結
果
を
大
蔵
省
に
下
達
し
、
二
十
二
日
に

出
庫
し
て
支
給
せ
よ
。
秋
冬
分
の
支
給
方
法
も
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は
式
部
式
を
参

照
〉。

119
月
料
要
劇
大
粮
条

﹇
条
文
概
要
﹈

月
ご
と
の
食
事
手
当
て
等
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

親
王
以
下
に
支
給
す
る
月
ご
と
の
食
事
手
当
て
や
、
繁
忙
手
当
て
、
お
よ
び
労
役
に

従
事
す
る
者
へ
の
食
料
は
、
毎
月
太
政
官
に
申
請
し
て
支
出
し
支
給
せ
よ
。
親
王
以

下
に
支
給
す
る
月
ご
と
の
食
料
は
、
翌
月
分
を
計
算
し
て
、
毎
月
十
日
に
太
政
官
に

申
告
し
、
十
七
日
に
そ
の
結
果
を
宮
内
省
に
下
達
し
、
二
十
五
日
に
出
庫
し
て
支
給

せ
よ
。
繁
忙
手
当
て
は
、
前
月
分
の
対
象
者
と
数
量
を
記
録
し
、
毎
月
四
日
に
太
政

官
に
申
請
せ
よ
。
そ
の
後
弁
官
が
太
政
官
の
分
を
加
え
て
全
体
の
目
録
を
作
成
し
、

そ
の
日
に
太
政
官
に
申
告
し
、
五
日
に
そ
の
結
果
を
宮
内
省
に
下
達
し
、
十
三
日
に

出
庫
し
て
支
給
せ
よ
。
た
だ
し
、
別
に
設
定
し
た
田
地
か
ら
支
給
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
旨
を
文
書
に
よ
っ
て
勘
解
由
使
に
通
達
せ
よ
。
各
官
司
で
労
役
に
従
事
す
る
者

の
食
料
は
、
毎
月
十
六
日
に
太
政
官
に
申
請
し
、
二
十
日
に
そ
の
結
果
を
民
部
省
に

下
達
し
、
二
十
二
日
に
出
庫
し
て
支
給
せ
よ
。
も
し
雪
や
雨
が
降
っ
た
場
合
は
、
そ

の
つ
ど
日
を
改
め
よ
。

120
紙
筆
条

﹇
条
文
概
要
﹈

中
央
諸
官
司
が
消
費
す
る
紙
・
筆
の
支
給
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
に
毎
月
支
給
す
る
紙
・
筆
は
、
中
務
省
が
数
量
を
記
録
し
て
太
政
官
に

報
告
し
、
太
政
官
が
そ
の
結
果
を
中
務
省
に
下
達
し
、
諸
官
司
に
充
当
さ
せ
よ
。
翌

月
分
は
毎
月
下
旬
に
受
け
渡
せ
。

121
官
年
料
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
が
消
費
す
る
物
品
の
受
け
取
り
方
法
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

太
政
官
と
弁
官
が
一
年
間
に
消
費
す
る
様
々
な
物
品
は
、
十
二
月
上
旬
に
請
求
書
を

担
当
官
司
に
送
付
し
、
そ
の
後
使
者
を
派
遣
し
て
受
け
取
れ
。
た
だ
し
紙
と
筆
は
、

図
書
寮
が
特
に
良
い
も
の
を
選
び
、
毎
月
納
品
書
と
共
に
進
上
し
て
い
る
の
で
、
重

ね
て
使
者
を
派
遣
し
て
受
け
取
ら
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
せ
よ
。

122
充
座
条
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﹇
条
文
概
要
﹈

官
人
の
座
を
三
年
に
一
度
支
給
し
な
お
す
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

大
臣
以
下
非
常
勤
の
官
人
以
上
の
座
席
の
敷
物
は
、
三
年
に
一
度
、
必
要
分
を
計
算

し
て
充
当
せ
よ
〈
詳
細
は
掃
部
式
を
参
照
〉。

123
考
定
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
勤
務
評
定
を
定
め
る
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

（
1
）

太
政
官
の
年
間
の
勤
務
評
定
結
果
書
と
昇
進
対
象
者
の
総
合
評
価
書
は
、
八
月
一
日

に
少
納
言
・
弁べ
ん

・
外げ

記き

・
史し

が
担
当
し
て
確
認
・
抄
出
し
、
全
体
の
原
案
を
作
成
せ

よ
。
常
勤
の
官
人
の
年
間
の
勤
務
評
定
結
果
は
十
一
日
に
大
臣
に
報
告
せ
よ
。

（
2
）

そ
の
儀
式
次
第
は
、
ま
ず
大
臣
以
下
が
太
政
官
の
執
務
の
場
に
つ
く
。
担
当
の
史
が

勤
務
評
定
結
果
を
書
き
入
れ
た
短
冊
を
納
め
た
筥
を
持
ち
、
ま
た
史
一
人
が
木
簡
と

勤
務
状
況
報
告
書
を
持
つ
。
外
記
の
史し

生し
よ
う一
人
が
丹に

の
硯す
ず
りを
入
れ
た
筥
を
持
ち
、
少

納
言
と
五
位
の
弁
が
引
率
し
て
所
定
の
位
置
に
つ
く
。

（
3
）

大
臣
は
「
こ
ち
ら
に
来
る
よ
う
に
」
と
言
う
。
少
納
言
・
弁
が
返
事
を
し
て
西
南
の

階
段
か
ら
昇
っ
て
座
に
つ
く
。
史
が
西
側
の
階
段
か
ら
昇
っ
て
第
一
間
に
立
つ
。
史

生
は
史
の
う
し
ろ
の
壇
の
下
に
立
つ
。
短
冊
を
持
っ
た
史
が
前
に
進
み
、
ひ
ざ
ま
づ

い
て
筥
を
下
に
置
く
。
短
冊
を
と
っ
て
大
臣
の
前
の
机
の
上
に
置
き
、
筥
を
持
っ
て

退
く
。
階
段
の
と
こ
ろ
に
立
っ
て
筥
を
石
段
の
上
に
置
く
。
次
に
硯
の
筥
を
持
っ
て

進
み
出
て
、
同
じ
よ
う
に
机
の
上
に
置
い
て
退
く
。
史
生
は
筥
を
持
っ
て
西
に
退
い

て
控
え
る
。
木
簡
と
紙
を
持
っ
た
史
が
進
み
出
て
木
簡
を
少
納
言
に
渡
し
、
紙
を
五

位
の
弁
に
渡
す
。
そ
の
後
二
人
の
史
は
と
も
に
西
に
退
い
て
控
え
る
。

（
4
）

少
納
言
は
、「
太
政
官
の
常
勤
の
官
人
の
某
年
に
勤
務
評
定
の
対
象
と
な
る
も
の
、

お
よ
び
な
ら
な
い
も
の
の
合
計
人
数
は
○
○
名
。
こ
の
中
で
勤
務
評
定
を
受
け
な
い

大
臣
任
官
者
○
○
名
、
等
級
を
つ
け
る
必
要
の
な
い
五
位
以
上
の
者
○
○
名
、
評
価

が
中
の
上
の
者
○
○
名
。
某
大
臣
の
勤
務
日
数
○
○
日
、
去
年
か
ら
の
増
減
は
○
○

日
〈
勤
務
内
容
は
読
み
上
げ
な
い
〉。
納
言
○
○
卿
の
勤
務
日
数
は
○
○
日
、
去
年

か
ら
の
増
減
は
○
○
日
」
と
読
み
上
げ
る
。

（
5
）

五
位
の
弁
は
、「
実
施
し
た
政
務
は
○
○
件
、
去
年
か
ら
の
増
減
は
○
○
件
〈
読
み

上
げ
の
言
葉
は
以
下
も
こ
れ
と
同
様
に
す
る
。
た
だ
し
三
位
の
者
は
卿
と
呼
び
、
四

位
の
者
は
姓
を
呼
び
、
五
位
の
者
は
名
を
先
、
姓
を
後
に
呼
び
、
六
位
以
下
の
者
は

姓
を
呼
ば
ず
に
名
を
呼
ぶ
〉、
申
し
上
げ
ま
す
」
と
読
み
上
げ
る
。

（
6
）

大
臣
は
「
よ
し
」
と
言
う
。
少
納
言
・
五
位
の
弁
は
と
も
に
返
事
を
し
、
五
位
の
弁

は
担
当
の
史
二
人
の
名
を
呼
ぶ
。
史
は
と
も
に
返
事
を
し
、
参
入
し
て
前
と
同
様
に

立
つ
。
一
人
の
史
が
進
み
出
て
硯
の
筥
を
と
り
、
退
い
て
も
と
の
場
所
に
立
ち
、
史し

生し
よ
うを
呼
ぶ
。
史
生
は
返
事
を
し
て
す
み
や
か
に
史
の
う
し
ろ
に
立
つ
。
空
の
短
冊

の
筥
を
史
の
前
に
置
き
、
硯
の
筥
を
受
け
取
っ
て
待
機
す
る
。
史
は
空
の
筥
を
と
っ

て
進
み
出
て
短
冊
を
入
れ
て
退
く
。
も
う
一
人
の
史
が
同
様
に
進
み
出
て
木
簡
と
勤

務
状
況
報
告
書
を
と
っ
て
退
く
。
終
わ
っ
た
ら
史
生
が
先
に
退
出
す
る
。
次
に
史
が

並
ん
で
退
出
し
、
そ
の
後
少
納
言
・
弁
が
壇
か
ら
降
り
て
所
定
の
位
置
に
つ
き
、
一

礼
し
て
退
出
す
る
。
次
に
参
議
以
上
は
太
政
官
の
食
堂
に
向
か
い
、
少
納
言
と
五
位

の
弁
も
そ
こ
に
控
え
る
。

（
7
）

太
政
官
の
厨
房
が
酒
食
を
用
意
す
る
。
次
に
大
臣
以
下
史
以
上
の
者
が
謝
意
を
表
し

て
か
ら
宴
席
に
つ
く
〈
大
臣
は
北
の
戸
か
ら
入
り
、
納
言
以
下
は
西
の
廊
か
ら
入
っ
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て
南
廂
に
並
ん
で
立
つ
。
た
だ
し
六
位
は
堂
の
下
に
い
て
西
側
の
階
段
か
ら
昇
る
〉。

三
度
酒
が
勧
め
ら
れ
る
作
法
の
後
に
参
議
以
上
は
席
を
立
っ
て
東
の
廊
に
つ
く
。
し

ば
ら
く
し
て
北
の
戸
か
ら
入
り
、
二
次
会
の
宴
席
に
つ
く
。
少
納
言
・
弁
は
南
廂
に

控
え
る
。
三
巡
酒
が
勧
め
ら
れ
た
後
、史
生
を
呼
ぶ
。
史
生
は
庭
中
に
並
ん
で
立
ち
、

謝
意
を
表
し
て
座
に
つ
く
〈
そ
の
座
は
西
の
庁
舎
の
東
廂
に
あ
る
〉。
次
に
内な
い

記き

と

近
辺
の
諸
官
司
を
呼
ぶ
〈
中
務
・
民
部
・
宮
内
・
勘
解
由
使
で
あ
る
。
そ
の
座
は
西

の
壁
の
と
こ
ろ
に
あ
る
〉。
次
に
雅
楽
寮
が
音
楽
を
演
奏
す
る
。
こ
の
間
に
冠
の
飾

り
を
進
上
す
る
。
次
に
出
席
者
名
簿
を
提
出
す
る
。
そ
の
後
退
出
す
る
〈
詳
細
は
儀

式
書
を
参
照
〉。

（
8
）

非
常
勤
の
勤
務
評
定
は
、
十
二
日
に
少
納
言
、
五
位
の
弁
、
外
記
、
史
が
定
め
よ
。

雑
役
に
従
事
す
る
使し

ぶ部
の
勤
務
評
定
も
同
様
に
後
日
定
め
よ
。

124
禄
法
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
で
の
人
事
関
係
の
儀
式
に
お
け
る
給
与
額
の
リ
ス
ト

﹇
現
代
語
訳
﹈  

位
階
が
授
与
さ
れ
る
者
を
大
臣
が
確
認
点
検
す
る
儀
式
と
、
太
政
官
の
勤
務
評
定
を

行
う
儀
式
の
際
に
支
給
さ
れ
る
賞
与
は
、
太
政
大
臣
は
商
布
七
〇
〇
段
、
左
右
大
臣

は
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
段
、
大
納
言
は
四
〇
〇
段
、
中
納
言
は
三
〇
〇
段
、
三
位
の
参

議
は
二
五
〇
段
、
四
位
の
参
議
お
よ
び
左
右
大
弁
は
二
〇
〇
段
、
少
納
言
・
中
少
弁

は
一
五
〇
段
、
外げ

記き

・
史し

は
一
〇
〇
段
〈
内な
い

記き

も
こ
れ
に
準
じ
る
〉、
史し

生し
よ
うは

三
〇

段
、
官か

掌じ
よ
うは
二
〇
段
、
内
記
の
史
生
は
一
五
段
、
召め
し

使つ
か
いは
一
〇
段
、
使し

ぶ部
は
二
段
、

直
丁
は
一
段
。

125
諸
司
考
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

中
央
諸
官
司
・
畿
内
国
司
の
勤
務
評
価
・
昇
進
評
定
文
書
の
処
理
手
続
き
に
関
す
る

規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
お
よ
び
畿
内
国
司
の
常
勤
の
官
人
の
勤
務
評
価
・
昇
進
評
定
書
は
、
十

月
一
日
に
弁
官
に
提
出
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
そ
の
後
同
日
に
弁
官
が

集
計
し
て
全
体
の
目
録
を
作
成
し
、
太
政
官
に
報
告
し
て
式
部
省
・
兵
部
省
に
下

達
せ
よ
。
太
政
官
の
常
勤
・
非
常
勤
の
官
人
の
勤
務
評
定
結
果
も
つ
い
で
に
下
達
せ

よ
。
中
央
諸
官
司
お
よ
び
畿
内
諸
国
の
非
常
勤
の
官
人
の
勤
務
評
定
結
果
は
、
十
月

二
日
に
集
め
て
式
部
省
・
兵
部
省
に
送
付
せ
よ
。

126
諸
国
考
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
の
政
務
報
告
文
書
の
提
出
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
勤
務
評
定
関
連
文
書
や
そ
の
他
の
政
務
報
告
文
書
は
、
朝
集
使
に
託
し
て

十
一
月
一
日
に
弁
官
に
提
出
す
る
こ
と
は
、
中
央
諸
官
司
と
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は

儀
式
書
を
参
照
〉。
そ
の
後
弁
官
が
集
計
し
て
全
体
の
目
録
を
作
成
し
、
太
政
官
に

報
告
し
て
ま
た
式
部
省
・
兵
部
省
に
下
達
す
る
こ
と
は
、
前
条
の
例
と
同
様
に
せ

よ
。
非
常
勤
の
官
人
の
勤
務
評
定
結
果
は
十
一
月
二
日
に
式
部
省
・
兵
部
省
に
送
付

せ
よ
。

127
列
見
条

﹇
条
文
概
要
﹈

位
階
が
授
与
さ
れ
る
者
を
大
臣
と
面
会
さ
せ
る
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
の
官
人
で
勤
務
評
定
の
対
象
と
な
る
者
と
、
勤
務
を
重
ね
た
結
果
位
階
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の
授
与
の
対
象
と
な
っ
た
者
の
人
数
は
、
中
務
省
・
式
部
省
・
兵
部
省
が
二
月
十

日
に
太
政
官
に
報
告
せ
よ
。
位
階
の
授
与
の
対
象
と
な
っ
た
者
は
、
式
部
省
・
兵
部

省
が
そ
れ
ぞ
れ
中
央
諸
官
司
の
主さ
か
ん典
以
上
の
者
を
引
率
せ
よ
。
十
一
日
に
大
臣
に
引

き
合
わ
せ
、
二
省
は
名
簿
に
よ
っ
て
結
果
を
そ
の
者
に
唱
え
聞
か
せ
よ
。
も
し
二
省

に
よ
る
評
定
の
結
果
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
大
臣
が
み
ず
か
ら
筆
を
と
っ
て
修
正
せ

よ
。
そ
の
他
の
儀
式
次
第
は
勤
務
評
定
を
行
う
儀
式
と
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式

書
を
参
照
〉。
非
常
勤
の
官
人
は
式
部
省
・
兵
部
省
の
庁
舎
で
結
果
を
唱
え
聞
か
せ

よ
。

128
擬
階
条

﹇
条
文
概
要
﹈

勤
務
を
重
ね
た
結
果
与
え
る
位
階
の
案
を
上
奏
す
る
際
の
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

式
部
省
・
兵
部
省
が
勤
務
を
重
ね
た
結
果
与
え
ら
れ
る
位
階
の
候
補
を
記
し
た
短
冊

を
提
出
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
事
前
に
帳
簿
を
作
成
し
、
三
月
中
に
外げ

記き

に
提
出

せ
よ
。
外
記
は
集
計
し
て
上
奏
す
る
た
め
の
文
書
を
作
成
し
、
参
議
以
上
の
署
名
を

求
め
よ
。
四
月
七
日
に
大
臣
以
下
が
と
も
に
引
率
し
て
上
奏
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書

を
参
照
〉。

129
位
記
請
印
条

﹇
条
文
概
要
﹈

六
位
以
下
の
位
階
の
証
書
へ
の
押
印
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

式
部
省
・
兵
部
省
が
蔭
位
の
制
や
勤
務
を
重
ね
た
結
果
に
よ
っ
て
授
与
さ
れ
る
位
階

の
証
書
へ
の
押
印
を
請
求
す
る
際
に
は
、
先
に
二
〇
枚
ま
で
押
印
さ
せ
、
そ
の
後
あ

ら
た
め
て
日
を
選
定
し
、
参
議
が
弁
官
の
執
務
室
で
押
印
を
終
わ
ら
せ
よ
〈
使
用
す

る
丹に

や
膠に
か
わな

ど
は
事
前
に
請
求
し
受
け
取
る
〉。

130
位
記
召
給
条

﹇
条
文
概
要
﹈

位
階
の
証
書
へ
の
押
印
と
本
人
に
授
与
す
る
儀
式
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

勤
務
を
重
ね
た
結
果
と
し
て
位
階
を
与
え
る
際
に
は
、
新
し
い
位
階
の
案
を
書
い
た

短
冊
を
奏
上
し
た
後
、
事
前
に
位
記
を
書
い
て
お
き
、
式
部
省
は
四
月
十
日
、
兵

部
省
は
十
三
日
に
押
印
を
求
め
よ
。
十
五
日
に
大
臣
以
下
が
朝
堂
の
座
に
つ
き
、
二

省
が
位
階
を
与
え
ら
れ
る
者
を
引
率
し
て
所
定
の
位
置
に
つ
き
、
五
位
の
弁べ
ん

が
宣
せ
ん
み
よ
う命

を
読
み
上
げ
よ
〈
内な
い
記き

が
宣
命
の
文
を
提
出
し
、
外げ

記き

が
そ
の
文
を
受
け
取
っ
て
読

み
上
げ
る
弁
に
渡
す
。
郡
司
を
任
命
す
る
際
も
同
様
に
す
る
〉。
そ
の
後
位
階
を
与

え
ら
れ
る
者
は
返
事
を
し
て
拝
礼
を
行
え
〈
郡
司
を
任
命
す
る
際
も
同
様
に
す
る
〉。

二
省
は
か
わ
る
が
わ
る
名
を
呼
ん
だ
上
で
証
書
を
授
与
せ
よ
。
太
政
官
の
庁
舎
で
授

与
す
る
際
も
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
も
し
日
程
が
賀
茂
祭
と
重

な
っ
た
場
合
は
、
他
の
日
に
改
め
よ
。

131
任
郡
司
条

﹇
条
文
概
要
﹈

郡
司
の
任
用
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
が
選
抜
し
て
報
告
し
て
き
た
郡
司
の
大
だ
い
り
よ
う領 

・
少し
よ
う
り
よ
う

領
の
候
補
者
は
、
式
部
省
が

口
頭
試
問
を
行
い
結
果
を
文
書
に
ま
と
め
、
先
に
大
臣
に
報
告
し
て
奏
上
せ
よ
。
そ

の
後
式
部
省
が
位
階
の
証
書
を
作
成
し
て
押
印
を
請
求
せ
よ
。
そ
の
後
太
政
官
の
庁

舎
で
式
部
省
が
ま
ず
証
書
を
授
与
し
、
そ
の
後
任
命
さ
れ
る
者
の
名
を
読
み
上
げ
る

こ
と
は
通
常
の
任
官
儀
式
と
同
様
に
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。
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132
出
雲
国
造
条

﹇
条
文
概
要
﹈

出
雲
国
造
の
任
用
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

出い
ず
も
の
く
に
の
み
や
つ
こ

雲
国
造
を
国
司
が
通
例
に
の
っ
と
っ
て
選
抜
し
報
告
し
て
き
た
ら
、
諸
国
の
郡
司

を
任
命
す
る
儀
式
と
同
様
に
太
政
官
の
庁
舎
で
任
官
儀
式
を
行
え
。
宣せ
ん

命み
よ
うを

読
み

上
げ
位
階
を
授
与
す
る
際
の
儀
式
も
通
例
ど
お
り
と
し
、
禄
を
与
え
よ
。
そ
の
後
五

位
の
弁べ
ん
と
史し

そ
れ
ぞ
れ
一
人
が
神
祇
官
に
赴
き
、
国
造
に
下
賜
物
を
渡
せ
。
国
造
は

国
に
帰
還
し
一
年
間
斎
戒
し
、
そ
の
後
国
司
が
国
造
を
引
率
し
て
朝
廷
に
赴
き
、
天

皇
へ
の
祝
い
の
言
葉
を
奏
上
せ
よ
。
そ
の
際
に
は
ま
ず
京
外
の
適
当
な
場
所
で
留

ま
っ
て
献
上
物
を
整
え
、
神
祇
官
に
報
告
し
て
事
前
に
吉
日
を
選
定
し
、
太
政
官
に

報
告
し
て
奏
上
し
、
通
例
に
の
っ
と
り
献
上
せ
よ
〈
二
度
目
の
斎
戒
の
際
も
同
様
に

す
る
〉。
当
日
は
史
二
人
が
朝
ち
よ
う

堂ど
う

院い
ん

に
入
り
、献
上
物
の
数
を
確
認
し
、通
例
に
の
っ

と
り
担
当
官
司
に
分
配
せ
よ
〈
詳
細
は
神
祇
式
と
儀
式
書
を
参
照
〉。

133
新
暦
条

﹇
条
文
概
要
﹈

暦
の
奏
上
と
配
布
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

陰
陽
寮
が
翌
年
の
暦
を
作
成
し
お
わ
っ
た
ら
、中
務
省
は
十
一
月
一
日
に
奏
上
せ
よ
。

中
央
・
地
方
の
諸
官
司
に
配
布
す
る
た
め
の
暦
は
少
納
言
に
託
し
て
大
臣
に
渡
さ
せ
、

大
臣
は
弁
官
に
転
送
し
、
諸
官
司
に
配
布
さ
せ
よ
。

134
鼓
吹
条

﹇
条
文
概
要
﹈

鼓
笛
の
演
奏
の
教
習
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

兵
庫
寮
は
管
下
の
鼓
笛
の
演
奏
を
職
掌
と
す
る
技
術
者
集
団
を
招
集
し
、
十
月
か
ら

翌
年
二
月
ま
で
の
間
、
演
奏
の
教
習
を
行
え
。
最
初
に
演
奏
を
開
始
す
る
日
は
、
兵

庫
寮
は
事
前
に
太
政
官
に
申
請
し
、
太
政
官
は
陰
陽
寮
に
命
じ
て
日
程
を
選
定
さ

せ
、
そ
の
後
少
納
言
が
上
奏
せ
よ
。
教
習
期
間
が
終
了
し
た
ら
、
右う

弁べ
ん

一
人
・
史

一
人
と
兵
部
省
の
輔す
け

・
丞じ
よ
う・

録さ
か
んそ

れ
ぞ
れ
一
人
が
兵
庫
寮
に
赴
き
、
実
技
試
験
を
行

え
〈
詳
細
は
兵
部
式
を
参
照
〉。

135
断
罪
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

刑
部
省
が
作
成
す
る
判
決
文
の
処
理
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

刑
部
省
が
提
出
す
る
判
決
文
は
二
通
作
成
せ
よ
。
十
月
四
日
に
弁
官
に
提
出
し
、
そ

の
日
に
史し

が
公
卿
に
口
頭
報
告
せ
よ
。
外げ

記き

が
再
度
確
認
し
て
上
奏
文
書
を
作
成

し
、
二
十
日
よ
り
前
に
奏
上
せ
よ
〈
流
罪
以
上
の
罪
と
官
位
の
剥
奪
を
伴
う
罪
が
こ

れ
に
該
当
す
る
〉。
上
奏
が
そ
の
ま
ま
承
認
さ
れ
る
か
、
天
皇
の
判
断
に
よ
り
減
刑

が
な
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
旨
を
刑
部
省
の
判
決
文
の
後
に
記
し
、
押
印
せ
よ
。
そ
の
後

弁
官
に
送
付
せ
よ
〈
一
通
は
弁
官
に
留
め
置
き
、
一
通
は
刑
部
省
に
下
達
す
る
〉。

136
四
度
公
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

地
方
行
政
の
報
告
書
類
の
受
理
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

地
方
行
政
の
報
告
書
類
が
太
政
官
に
提
出
さ
れ
た
際
に
は
、
目
録
と
照
合
し
、
も
し

書
類
が
そ
ろ
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
報
告
書
類
を
受
理
せ
ず
返
却
せ
よ
。

137
調
庸
帳
条

﹇
条
文
概
要
﹈
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税
物
の
集
計
報
告
書
を
上
奏
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
税
物
の
集
計
報
告
書
が
太
政
官
に
提
出
さ
れ
た
ら
、
太
政
官
は
数
か
国
を
あ

わ
せ
た
目
録
を
作
成
し
、
少
納
言
が
上
奏
せ
よ
。

138
四
度
使
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
か
ら
の
各
種
行
政
文
書
の
提
出
の
任
務
を
負
っ
た
使
者
へ
の
罰
則
に
関
す
る
規

定﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
地
方
財
政
報
告
書
、
人
口
集
計
書
、
地
方
政
務
一
般
に
関
す
る
文
書
を
運
ぶ

使
者
が
、
道
の
途
中
で
事
情
に
よ
り
遅
れ
て
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
そ
の
国
の
証

明
書
が
な
け
れ
ば
、
法
に
も
と
づ
き
処
罰
せ
よ
。
贖
罪
と
し
て
徴
収
し
た
財
物
は
刑

部
省
に
収
納
せ
よ
。
税
物
を
運
ぶ
使
者
は
、
都
に
滞
在
し
て
い
る
他
の
任
務
を
負
っ

た
使
者
に
任
務
を
任
せ
る
こ
と
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
違
反
し
た
場
合
は
、
法

に
基
づ
き
取
り
調
べ
処
罰
せ
よ
。

139
公
文
進
官
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
か
ら
提
出
さ
れ
る
文
書
の
受
理
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
人
口
集
計
書
、
地
方
政
務
一
般
に
関
す
る
文
書
、
地
方
財
務
報
告
書
と
そ
の

関
連
書
類
は
、
太
政
官
に
提
出
さ
れ
た
後
、
受
理
し
た
旨
を
書
き
付
け
て
文
書
管
理

部
局
に
送
付
せ
よ
。
文
書
を
運
ん
で
き
た
使
者
と
そ
の
下
僚
が
、
二
か
月
以
内
に
文

書
管
理
部
局
に
来
な
か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
担
当
官
司
に
送
付
せ
よ
。

140
公
文
下
省
条

﹇
条
文
概
要
﹈

諸
国
の
提
出
文
書
の
確
認
を
民
部
省
が
遅
延
し
た
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
の
使
者
が
運
ん
で
き
た
文
書
を
民
部
省
に
送
付
し
た
後
、
民
部
省
が
正
当
な
理

由
も
な
く
手
続
き
を
進
め
ず
に
使
者
を
困
ら
せ
た
場
合
は
、
そ
の
事
情
を
聴
取
し
た

上
で
処
罰
せ
よ
。

141
文
殿
雑
書
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
文
書
管
理
部
局
の
書
類
を
部
局
外
に
出
さ
な
い
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

太
政
官
と
左
右
弁
官
の
文
書
管
理
部
局
に
保
管
し
て
い
る
様
々
な
書
類
は
、
建
物
の

外
に
出
し
て
は
な
ら
な
い
。

142
厨
家
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
厨
房
の
出
納
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

太
政
官
の
厨
房
に
保
管
し
て
い
る
様
々
な
物
品
は
、
担
当
の
外げ

記き

・
史し

が
諸
々
の
官

司
と
と
も
に
出
納
せ
よ
〈
諸
々
の
官
司
と
は
、
監
物
と
主
計
寮
の
こ
と
で
あ
る
〉。

143
造
館
舎
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
庁
舎
の
修
繕
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

太
政
官
の
庁
舎
の
修
繕
を
行
う
部
局
〈
太
政
官
の
政
務
を
行
う
庁
舎
、
弁べ
ん

・
外げ

記き

の

詰
所
、
大
臣
の
宿
所
、
厨
房
な
ど
で
あ
る
〉
は
、
担
当
責
任
者
の
少
納
言
・
弁
・
外
記
・



国立歴史民俗博物館研究報告
第 228集　2021年 3月

690

史し

、
お
よ
び
そ
の
下
で
働
く
太
政
官
・
弁
官
の
史し

生し
よ
うそ
れ
ぞ
れ
一
人
が
、
二
年
を

任
期
と
し
て
二
月
に
交
替
せ
よ
。
担
当
責
任
者
は
ま
ず
破
損
状
況
を
確
認
し
、
そ
れ

に
し
た
が
っ
て
必
要
物
品
を
差
配
せ
よ
。
修
繕
箇
所
に
は
随
時
監
査
を
行
い
、
任
務

を
全
う
で
き
て
い
な
い
者
が
い
た
ら
、
任
期
の
満
了
を
ま
た
ず
に
交
替
せ
よ
。

144
文
殿
公
文
条

﹇
条
文
概
要
﹈

弁
官
の
文
書
管
理
部
局
の
担
当
官
人
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

左
右
弁
官
の
文
書
管
理
部
局
の
事
務
を
担
当
す
る
史し

一
人
は
、
任
期
を
定
め
な
い
。

そ
の
下
で
働
く
担
当
者
の
左
右
弁
官
の
史し

生し
よ
うそ

れ
ぞ
れ
二
人
は
、
毎
年
二
月
に
交

替
せ
よ
。

145
厨
家
別
当
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
厨
房
の
担
当
官
人
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

太
政
官
の
厨
房
の
担
当
責
任
者
は
、
少
納
言
・
弁べ
ん
・
外げ

記き

・
史し

そ
れ
ぞ
れ
一
人
。
ま

た
そ
の
下
で
働
く
官
人
は
、
太
政
官
お
よ
び
左
右
弁
官
の
史し

生し
よ
うそ

れ
ぞ
れ
一
人
。

一
年
を
任
期
と
し
、
二
月
に
行
わ
れ
る
位
階
授
与
者
を
大
臣
が
確
認
点
検
す
る
儀
式

の
後
に
交
替
せ
よ
。

146
例
進
地
子
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
財
源
の
田
地
賃
貸
料
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
が
毎
年
太
政
官
の
財
源
と
し
て
納
入
す
る
占
有
用
益
者
の
い
な
い
田
地
の
賃
貸

料
は
、
担
当
官
司
に
命
じ
て
毎
年
七
月
よ
り
前
に
納
入
状
況
を
報
告
さ
せ
、
そ
れ
に

応
じ
て
督
促
状
を
下
達
し
て
納
入
を
催
促
さ
せ
よ
。

147
拘
留
返
抄
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
財
源
の
田
地
賃
貸
料
を
未
納
し
た
場
合
の
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

諸
国
が
毎
年
太
政
官
の
財
源
と
し
て
納
入
す
る
、
占
有
用
益
者
の
い
な
い
田
地
の
賃

貸
料
と
し
て
の
米
や
、
そ
れ
を
用
い
て
調
達
す
る
様
々
な
物
品
に
つ
い
て
、
未
納
が

あ
る
場
合
に
は
、
中
央
へ
提
出
す
る
財
務
報
告
書
等
の
受
領
証
の
発
行
を
差
し
留
め

よ
。

148
薬
分
稲
条

﹇
条
文
概
要
﹈

施
薬
院
の
財
源
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

施や

薬く

院い
ん
の
財
源
と
し
て
諸
国
に
運
用
を
委
任
し
た
稲
に
つ
い
て
は
、
申
請
が
あ
っ
た

と
し
て
も
、
減
額
を
認
め
な
い
。

149
施
薬
院
別
当
条

﹇
条
文
概
要
﹈

施
薬
院
の
統
括
者
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

施や

薬く

院い
ん
の
統
括
責
任
者
は
、
藤
原
氏
一
人
と
外げ

記き

一
人
よ
り
採
用
せ
よ
。
こ
れ
ら
の

者
は
交
替
の
際
に
、
交
替
事
務
完
了
証
明
書
の
取
得
は
不
要
と
す
る
。

150
薨
卒
条
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﹇
条
文
概
要
﹈

五
位
以
上
の
者
が
死
亡
し
た
際
の
文
書
手
続
き
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

五
位
以
上
の
者
の
死
去
に
つ
い
て
は
、
外げ

記き

が
毎
月
書
類
を
作
成
し
て
、
翌
月
の
二

日
に
弁
官
に
送
付
せ
よ
。
弁
官
は
担
当
官
司
に
文
書
に
て
通
知
せ
よ
。
も
し
外
記
が

作
成
し
た
書
類
に
漏
れ
が
あ
っ
た
ら
、
弁
官
の
判
断
で
文
書
に
記
載
せ
よ
。

151
勘
籍
条

﹇
条
文
概
要
﹈

新
た
に
官
人
に
な
る
者
に
つ
い
て
の
戸
籍
照
合
作
業
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

は
じ
め
て
官
僚
機
構
に
出
仕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
者
に
対
す
る
戸
籍
の
身
元
確
認
に

お
い
て
、
提
出
さ
れ
た
書
類
の
記
載
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の
者
が
特
に
優

れ
た
者
で
な
け
れ
ば
、
た
や
す
く
訂
正
・
再
照
合
の
作
業
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
。

152
年
終
帳
条

﹇
条
文
概
要
﹈

中
央
諸
官
司
の
決
算
報
告
書
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

中
央
諸
官
司
の
決
算
報
告
書
は
、
正
月
二
十
一
日
に
提
出
せ
よ
。
た
だ
し
管
下
の
諸

官
司
の
分
に
つ
い
て
は
二
月
二
十
一
日
に
提
出
せ
よ
。
年
号
の
下
に
は
十
二
月
三
十

日
と
注
記
し
、
受
理
し
た
旨
を
表
紙
に
記
し
た
上
で
勘
解
由
使
に
送
付
せ
よ
。

153
校
書
内
豎
条

﹇
条
文
概
要
﹈

太
政
官
の
指
示
に
従
う
内
裏
内
の
機
関
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

内
裏
内
の
典
籍
保
管
機
関
と
宮
中
の
雑
用
係
管
轄
機
関
は
、
太
政
官
や
弁
官
の
指
示

に
も
従
え
。

154
奏
事
諸
司

﹇
条
文
概
要
﹈

葬
儀
に
関
与
し
た
者
が
天
皇
に
近
侍
す
る
の
を
禁
ず
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

上
奏
を
行
う
諸
官
司
や
内
裏
に
て
仕
え
る
者
は
、
葬
喪
の
事
に
関
与
し
た
り
、
弔
問

し
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
〈
忌
み
慎
む
期
間
は
神
祇
式
を
参
照
〉。

155
葬
官
条

﹇
条
文
概
要
﹈

親
王
・
大
臣
な
ど
が
死
亡
し
た
場
合
の
弔
問
に
関
す
る
規
定

﹇
現
代
語
訳
﹈

親
王
や
大
臣
が
死
去
し
た
際
に
は
、
葬
儀
の
準
備
等
を
行
う
装
束
司
と
墳
墓
の
造
営

を
担
当
す
る
山
作
司
を
任
命
せ
よ
〈
あ
る
い
は
小
規
模
な
準
備
を
行
う
主
行
所
、
造

営
を
行
う
山
作
所
を
任
命
す
る
。
そ
の
差
は
生
前
の
地
位
の
高
さ
に
よ
る
。
詳
細
は

薨こ
う

葬そ
う
記き

を
参
照
〉。
葬
儀
の
日
に
は
、
天
皇
の
使
者
二
人
〈
一
人
は
天
皇
の
弔
意
を

伝
え
る
詔
書
を
持
参
し
、
一
人
は
死
後
に
追
贈
す
る
位
階
の
証
書
を
持
つ
。
も
し
位

階
の
追
贈
が
な
い
場
合
に
は
、
一
人
は
故
人
へ
の
贈
り
物
を
持
つ
。
そ
の
数
量
や
使

者
の
位
階
は
故
人
の
地
位
に
よ
る
〉
が
故
人
の
邸
宅
に
赴
い
て
弔
問
せ
よ
。
中
納
言

以
上
お
よ
び
天
皇
の
妻
の
う
ち
の
妃ひ

・
夫ぶ

人に
ん

が
死
去
し
た
場
合
の
弔
問
も
こ
れ
に
準

拠
せ
よ
〈
詳
細
は
儀
式
書
を
参
照
〉。

延
喜
式
巻
第
十
一

        

延え
ん

長ち
よ
う

五
年
十
二
月
二
十
六
日

外げ
じ
ゅ従

五ご

位い
の

下げ
ぎ
ょ
う行

左さ

大だ
い

史し

臣し
ん

阿あ

刀と

宿の
す

祢く
ね
た
だ
ゆ
き

忠
行
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石
尾
芳
久  
「
太
政
官
と
公
坐
相
連
」（『
日
本
古
代
の
天
皇
制
と
太
政
官
制
度
』
有
斐
閣
、
一
九
六
二

年
）

井
上
光
貞  

「
太
政
官
成
立
過
程
に
お
け
る
唐
制
と
固
有
法
と
の
交
渉
」（『
井
上
光
貞
著
作
集
』
二
、

岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、
初
出
一
九
六
七
年
）

大
隅
清
陽  

「
延
喜
式
か
ら
見
た
太
政
官
の
構
成
と
行
事
」（『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）

大
隅
清
陽   「
弁
官
の
変
質
と
律
令
太
政
官
制
」（
前
掲
『
律
令
官
制
と
礼
秩
序
の
研
究
』、
初
出

一
九
九
一
年
）

岡
田
莊
司  

「
平
安
前
期
の
神
社
祭
祀
の
公
祭
化
」（『
平
安
時
代
の
国
家
と
祭
祀
』
続
群
書
類
従
完

成
会
、
一
九
九
四
年
、
初
出
一
九
八
六
年
）

鈴
木
琢
郎   「
造
館
舎
所
考
」（『
日
本
古
代
の
大
臣
制
』
塙
書
房
、二
〇
一
八
年
、初
出
二
〇
〇
九
年
）

下
向
井
龍
彦
「
官
底
」（『
こ
と
ば
の
文
化
史
』
中
世
4
、
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
）

曽
我
良
成   「
太
政
官
政
務
の
処
理
手
続
」（『
王
朝
国
家
政
務
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、二
〇
一
二
年
、

初
出
一
九
八
七
年
）

谷
口
昭　

  

「
続
文
攷
」（『
法
制
史
研
究
』
二
二
、一
九
七
二
年
）

玉
井
力　

   「
平
安
時
代
の
除
目
に
つ
い
て
」（『
平
安
時
代
の
貴
族
と
天
皇
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
〇

年
、
初
出
一
九
八
四
年
）

中
田
薫     

「
養
老
令
官
制
の
研
究
」（『
法
制
史
論
集
』
三
上
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
三
年
、
初
出

一
九
九
〇
年
）

野
村
忠
夫　
「
弁
官
に
つ
い
て
の
覚
え
書
」（『
律
令
政
治
と
官
人
制
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
三
年
、

初
出
一
九
六
九
年
）

野
村
忠
夫　
「
九
世
紀
後
半
の
弁
官
に
つ
い
て
」（
前
掲
『
律
令
政
治
と
官
人
制
』、初
出
一
九
七
一
年
）

橋
本
義
則　
「「
外
記
政
」
の
成
立
」（『
平
安
宮
成
立
史
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
五
年
、
初
出

一
九
八
一
年
）

橋
本
義
彦　
「
太
政
官
厨
家
に
つ
い
て
」（『
平
安
貴
族
社
会
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
六
年
、

初
出
一
九
五
三
年
）

早
川
庄
八  「
律
令
太
政
官
制
の
成
立
」（『
日
本
古
代
官
僚
制
の
研
究
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
、

初
出
一
九
七
二
年
）

古
瀬
奈
津
子
「
宮
の
構
造
と
政
務
運
営
法
」（『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八

年
、
初
出
一
九
八
四
年
）

古
瀬
奈
津
子
「
昇
殿
制
の
成
立
」（
前
掲
『
日
本
古
代
王
権
と
儀
式
』、
初
出
一
九
八
七
年
）

森
田
悌　

  

「
太
政
官
制
成
立
の
考
察
」（『
日
本
古
代
律
令
法
史
の
研
究
』
文
献
出
版
、一
九
八
六
年
、

初
出
一
九
七
九
年
）

森
田
悌　

  

「
太
政
官
制
と
政
務
手
続
」（
前
掲
『
日
本
古
代
律
令
法
史
の
研
究
』、初
出
一
九
八
二
年
）

八
木
充　

 

「
太
政
官
制
の
成
立
」（『
律
令
国
家
成
立
過
程
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
六
八
年
、
初

出
一
九
六
三
年
）

柳
雄
太
郎 

「
太
政
官
に
お
け
る
四
等
官
構
成
」（『
律
令
制
と
正
倉
院
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
一
五
年
、
初
出
一
九
七
五
年
）

吉
川
真
司  

「
律
令
太
政
官
制
と
合
議
制
」（『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
一
九
九
八
年
、
初

出
一
九
八
八
年
）

吉
川
真
司   「
律
令
官
僚
制
の
基
本
構
造
」（
前
掲
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』、
初
出
一
九
八
九
年
）

吉
川
真
司   「
勅
符
論
」（
前
掲
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』、
初
出
一
九
九
四
年
A
）

吉
川
真
司   「
申
文
刺
文
考
」（
前
掲
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』、
初
出
一
九
九
四
年
B
）

吉
川
真
司   「
外
印
請
印
考
」（
前
掲
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』、
初
出
一
九
九
五
年
）

吉
川
真
司  

「
王
宮
と
官
人
社
会
」（『
列
島
の
古
代
史
3　

社
会
集
団
と
政
治
組
織
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
五
年
）

渡
邊
誠　

  

「
俸
料
官
符
考
」（『
史
学
雑
誌
』
一
一
四          -

一
、二
〇
〇
五
年
）

渡
邊
誠　

  

「
大
臣
大
饗
と
太
政
官
」（『
九
州
史
学
』
一
五
六
、二
〇
一
〇
年
）

参
考
文
献

従じ
ゅ
五ご

位い
の
じ
ょ
う
上
行
勘か

解げ

由ゆ

次の

官す
け
兼
大だ
い
外げ

記き･

紀き

伊い

権ご
ん
の
す
け
介
臣
伴と
も
の
す
く
ね

宿
祢
久ひ
さ
な
が永

従じ
ゅ
四し

位い
の

上じ
ょ
う行
神じ
ん
祇ぎ

伯は
く臣
大お
お
な
か
と
み

中
臣
朝の
あ
そ
ん臣
安や
す
則の
り

大だ
い

納な

言ご
ん

正し
ょ
う三さ
ん位み

兼
行
民み
ん

部ぶ

卿
臣
藤
ふ
じ
わ
ら
の原

朝あ
そ
ん臣

清き
よ
つ
ら貫

左さ
だ
い
じ
ん

大
臣
正し
ょ
う
に二

位
兼
行
左さ

近こ
の

衛え

大た
い
し
ょ
う

将･

皇こ
う
た
い
し

太
子
傅ふ

臣
藤
原
朝
臣
忠た
だ
ひ
ら平

（
宮
内
庁
書
陵
部
編
修
課
・
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（
二
〇
二
〇
年
四
月
九
日
受
付
、
二
〇
二
〇
年
八
月
二
〇
日
審
査
終
了
）

〔
付
記
〕
本
稿
は
人
間
文
化
研
究
機
構
基
幹
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
総
合
書
物
学
」

ユ
ニ
ッ
ト
「
古
代
の
百
科
全
書
『
延
喜
式
』
の
多
分
野
協
働
研
究
」
お
よ
びJSPS

科
研
費16H

03485

に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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